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　四国霊場第６６番札所雲辺寺を出て、

徳島県境沿いをしばらく歩くと粟井方

面に下る道があります。この道が始ま

る標高約９００メートルの高所に、この

みちしるべはあります。正面に「小松

尾寺へ七十二丁」右側面に「明治四十

四年・・」の文字が刻まれています。

（一丁は約１０９メートル、七十二丁は

約７.８キロメートル）

夢がある！！

へんろ道の
みちしるべ

開設５８周年記念松山競輪場外
金亀杯争覇戦

月 火 水 木木 金 祝 日

土 日 月 火 木 金 土 日

木 祝 土 日月 火 水

水 木 金

第６回（第２節）FII

小松島Ｓ級シリーズ場外９Ｒ～１１Ｒ併売

開設５７周年記念花月園競輪場外

菊花賞典

広島Ｓ級シリーズ場外

九州スポーツ杯争奪戦

ふるさとダービー松阪場外 高知Ｓ級シリーズ場外

第２０回松村憲杯争覇戦

リハビリ教室

１歳6カ月児健康診査

ふれあい広場

育児相談

操体法教室

男性料理教室

豊福

いき

いき

ふれ

いき

明星

日 月 火 水 木 金 土

いき

いきいき健康ひろば

運動器具を使って

健康づくり・体力づくりを

しましょう！

火～日曜日（祝日休み）
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薬
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歯

歯

薬

柞
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ふれ

いき

いき

保

体力測定

ぴよぴよクラブ

0歳児の広場＆プレママ広場保

保

粟

香川井下病院

安藤歯科医院

はないな薬局

快生堂豊浜調剤薬局

いき 大腸がん検診

リハビリ教室

ぴよぴよクラブ

健康相談（小山地区）

　茶話会

保

保

保

高

おざきこどもクリニック

高田歯科クリニック

サンシャインスター薬局

ひまわり調剤薬局三豊

保

保

医

歯

薬

いき

いき

保

栄養教室

3歳児健康診査

リハビリ教室

ぴよぴよクラブ

　茶話会

10カ月児健康診査

医

歯

薬

健康相談

男性料理教室

１歳6カ月児健康診査
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豊浜支所福祉保健課
大野原支所福祉保健課
保 健 セ ン タ ー

社会福祉課地域包括支援センター

※
休
日
当
番
は
、
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
対
象
月
の
健
康
診
査
日
に
体
調
不
良
な
ど
で
受
診
で
き
な
い
場
合
は
、

　

上
記
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

11月 保 健 カ レ ン ダ ー

中央クリニック

よしだ歯科クリニック

フジヤ中央調剤薬局

第健調剤薬局

保

保

自由あそび

骨密度測定

いきいき

ふれ

保

保

大腸がん検診

リハビリ教室

ふれあい広場

プレママ教室①

健康相談

大腸がん検診

ぴよぴよクラブ

育児相談

0歳児の広場

健康まつり

献血 市役所ロビー

伊

保

リハビリ教室

ぴよぴよクラブ

健康相談

転倒予防教室：

豊福

いき

いき いき

東公

いき

豊福

医

薬

業天医院

小松薬局

ひまわり調剤薬局三豊

保 いき

豊福

リハビリ教室

ぴよぴよクラブ

健康相談

　茶話会

転倒予防教室：
シニアエアロビクス

ふれあい広場

リハビリ教室

いきいき体操

プレママ教室②

いき

ふれ

豊公

保

保

リハビリ教室

ふれあい広場

ひまわりの会

骨の教室

いき ぴよぴよクラブ

育児相談

0歳児の広場

3カ月児健康診査

いき

ふれ

豊福

自由あそび

3カ月児健康診査

保 パパママ教室
9：30～11：30

保

伊

たんぽぽ・ひまわり
サークル

健康相談

24

編
集
と
発
行
　
観
音
寺
市
役
所
政
策
部
秘
書
課
　
☎
２３
　
３
９
１
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

携
帯
電
話
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.c
ity
.k
a
n
o
n
ji.k
a
g
a
w
a
.jp
/

h
ttp
://
w
w
w
.k
a
n
o
n
ji.jp
/

西原クリニック

しつかわ歯科医院

石川薬局

姫浜調剤薬局

もぐもぐレッスン

健康相談（上の段地区）

いき大腸がん検診

健康相談

自由あそび

骨密度測定

健康相談

自由あそび

骨密度測定

ふれあい広場

リハビリ教室

操体法教室

健康みどりの会

ぴよぴよクラブ

0歳児の広場

ポリオ

健康相談

この広報紙は古紙配合１００％再生紙で環境
にやさしい大豆油インクを使用しています。

広報紙の配布についての問い合わせは
0120　494459までご連絡ください。 印刷（株）三豊印刷

開場５７周年記念一宮競輪場外
毛織王冠争奪戦

（観音寺ライオンズクラブ主催）
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観
音
寺
市
の
家
計
簿

平成18年度

決算の概要

　
平
成
１８
年
度
決
算
の
概
要
を
公
表
し
ま
す
。

平
成
１８
年
度
決
算
に

つ
い
て

歳
 
入

歳
 
出

　

な
お
、
平
成
１８
年
度
決
算
に

つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
人
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

%

県支出金

%

千円

5.3
国庫支出金

%

千円

10.0

諸収入

%

千円

2.5

（単位：千円）

歳　　　　入

歳　　　　出

形 式 収 支

繰越すべき財源

（繰越事業の財源）

実 質 収 支

繰　　越　　金

基 金 積 立 金
平 成 １８ 年 度 の 主 な 事 業

地 方 債 の 年 度 末 現 在 高

特 別 会 計 決 算 額

市 有 財 産 の 状 況 市 税 の 状 況 一 般 会 計

事 業 名

予防接種

老保健診・がん検診

乳幼児医療費助成

放課後児童健全育成

老人保護措置

心身障害者医療費助成

知的障害者施設訓練等支援

住宅用太陽光発電システム設置整備

斎場建設

有明ポンプ場整備

地域用水環境整備

浄化槽設置整備

公共下水道整備

上水道新設改良

小・中学校施設耐震改修

中部中学校校舎等改築

学校施設アスベスト対策

図書館情報整備

芸術文化が息づくまちづくり

豊浜総合体育館建設

果樹産地復活対策

基盤整備促進（中姫地区・野々池大坪地区）

柞田幹線水路排水改良

伊吹地域漁港整備（特定）

商工会議所・商工会補助

農村地域工業等導入

観光協会育成

市道醍醐坊線改築

市道粟屋堂之岡線改築

市道神田１号線改築

市道丸井立野線改築

のりあいバス運行

室本港港湾改修

まちづくり総合支援

都市計画図修正

地域防災推進

交通安全施設整備

自治会活動支援

合併振興基金造成

合併記念事業推進

行政テレビ相談システム導入

住居表示整備

決 算 額 決 算 額事 業 名 決 算 額

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円、％）（単位：千円、㎡）

（単位：千円）

事 業 名

会　　計　　名 収 入 額 支 出 額

合　　　　　計

競 輪 事 業

国 民 健 康 保 険 事 業

国民健康保険伊吹診療所

老 人 保 健 事 業

介 護 保 険 事 業

介護予防サービス事業

航 路 事 業

豊 田 財 産 区

粟 井 財 産 区

一 ノ 谷 財 産 区

粟 井 坂 瀬 山 林

田野々地区簡易水道事業

公 共 下 水 道 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

健康交流施設「おおのはら」管理運営事業

産 業 団 地 造 成 事 業

一 般 会 計

競 輪 事 業 特 別 会 計

航 路 事 業 特 別 会 計

田野々地区簡易水道事業特別会計

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計

産 業 団 地 造 成 事 業 特 別 会 計

合 計

財 政 調 整 基 金 �  

減 債 基 金 �  

庁 舎 改 築 整 備 基 金 �  

地 域 振 興 基 金 �  

ふ る さ と 創 生 基 金 �  

中山間ふるさと・水と土保全対策基金�  

地 域 福 祉 基 金 �  

「 柴 川 清 」教 育 振 興 基 金 �  

学 校 施 設 整 備 基 金 �  

文 化 振 興 基 金 �  

合 併 振 興 基 金 �  

職 員 退 職 手 当 基 金 �  

土 地 取 得 基 金 �  

競 輪 場 施 設 改 善 等 基 金 �  

国 民 健 康 保 険 財 政 調 整 基 金 �  

介護保険介護給付費準備基金�  

田野々地区簡易水道財政調整基金�  

健康交流施設「おおのはら」施設管理整備基金   

土 地

建 物 �  

調 定 額 � 

収 入 額 � 

徴 収 率 � 

1人当たり市税負担額（行政区域内人口６５,９９１人）

1世帯当たり市税負担額（行政区域内世帯数２３,３６５世帯）

歳 出

歳 入

千円

千円

総務費

%

千円

13.0

その他

%

千円

8.0

民生費

%

千円

25.0

衛生費

%

千円

農林水産業費
千円

9.4土木費

%

千円

10.9

教育費

%

千円

16.1

公債費

%

%

千円

10.6

災害復旧費
千円

2.7

%4.3

市税

%

千円

34.3

地方交付税

%

千円

19.3

（ う ち 財 産 区 山 林 ）

その他

%

千円

13.7

市債

%

千円

14.9
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教
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文
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観
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公
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坂本町五丁目

昭和町三丁目

昭和町一丁目

昭和町二丁目

観音寺警察署市営下津団地
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水
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目栄町

三丁
目
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目
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寺港
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車場
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主要
地方
道観
音寺
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県
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粟
井
観
音
寺
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県道観音寺港観音寺停車場線
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凡
　　　

例

新　町　名

新　町　界

栄　町

人
権
シ
リ
ー
ズ
１３

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
と

　
　
　
　
　

そ
の
ほ
か
の
人
た
ち
の
人
権

介
護
予
防
で
い
つ
ま
で
も
元
気
に
！

正
し
い
認
識
で
明
る
い
社
会
を

正
し
い
認
識
で
明
る
い
社
会
を

正
し
い
認
識
で
明
る
い
社
会
を

おめでとう
ございます

平成１８年度
人権作品優秀賞

一ノ谷小６年

徳永　彩花さん

　

人
権
シ
リ
ー
ズ
で
取
り
上
げ

て
き
た
各
人
権
課
題
も
、
い
よ

い
よ
最
後
で
す
。
今
月
は
、
残

っ
て
い
る
課
題
を
ま
と
め
て
掲

載
し
ま
す
。

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人

　

刑
を
終
え
て
出
所
し
、
社
会

復
帰
し
た
人
や
そ
の
家
族
に
対

す
る
偏
見
は
、
根
強
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
社
会
で
温
か
く
迎

え
る
た
め
に
も
、
周
囲
の
理
解

と
協
力
が
必
要
で
す
。

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

　

人
間
の
性
的
指
向
に
は
、
い

ろ
い
ろ
な
形
が
あ
り
ま
す
。
異

性
を
愛
す
る
人
だ
け
で
な
く
、

同
性
愛
や
両
性
愛
の
人
も
い
ま

す
。
人
間
の
多
様
な
性
の
在
り

方
に
つ
い
て
も
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方
を
尊
重
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

中
国
残
留
孤
児

　

中
国
残
留
孤
児
の
歴
史
的
経

緯
、
今
置
か
れ
て
い
る
状
況
を

理
解
で
き
て
い
な
い
た
め
に
お

こ
る
偏
見
や
差
別
意
識
を
解
消

し
、
中
国
残
留
孤
児
の
権
利
が

尊
重
さ
れ
、
安
心
し
て
働
き
、

暮
ら
し
て
い
く
こ
と
の
で
き
る

地
域
社
会
の
実
現
が
大
切
で
す
。

ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
難
民

　

８
月
末
、
厚
生
労
働
省
か
ら

調
査
発
表
の
あ
っ
た
人
権
課
題

で
す
。
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
難
民
と

は
、
こ
れ
ま
で
に
過
ご
し
て
い

た
実
家
や
ア
パ
ー
ト
、
寮
を
家

賃
の
滞
納
や
家
庭
の
事
情
な
ど

で
退
去
し
て
、
２４
時
間
営
業
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
や
漫

画
喫
茶
で
夜
を
明
か
し
、
日
雇

派
遣
労
働
な
ど
で
生
活
を
維
持

し
て
い
る
人
の
こ
と
で
す
。
全

国
で
約
５
、
４
０
０
人
に
も
上

る
と
推
計
さ
れ
、
多
く
の
企
業

の
正
社
員
の
採
用
減
少
な
ど
が

大
き
く
影
響
し
て
い
る
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

観音寺東小５年

行天　理菜さん

毎
日
体
を
動
か
そ
う

　

体
を
動
か
さ
な
い
で
い
る
と

筋
力
や
骨
、
関
節
な
ど
の
体
の

機
能
が
年
齢
以
上
に
弱
り
、
転

倒
や
骨
折
を
招
く
危
険
が
あ
り

ま
す
。
運
動
は
、
筋
肉
や
骨
を

衰
え
な
い
よ
う
に
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
呼
吸
や
心
臓
な
ど
の

循
環
器
に
良
い
影
響
を
与
え
、

脳
や
神
経
も
良
い
状
態
に
保
ち

ま
す
。
い
つ
ま
で
も
元
気
に
過

ご
す
た
め
、
毎
日
の
生
活
に
運

動
を
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

運
動
の
ポ
イ
ン
ト

①
毎
日
で
き
る
だ
け
歩
く
。（
ウ

　

オ
ー
キ
ン
グ
）

②
筋
力
ア
ッ
プ
の
た
め
の
運
動

　

を
生
活
に
取
り
入
れ
る
。

　

体
調
に
合
わ
せ
て
運
動
し
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
最
初
か
ら

頑
張
り
過
ぎ
ず
、
慣
れ
て
か
ら

少
し
ず
つ
回
数
や
時
間
を
増
や

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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１１
月
１９
日
（
月
）
か
ら
栄
地
区

で
、
左
例
の
よ
う
に
住
居
表
示

に
切
り
替
わ
り
ま
す
。
当
分
の

間
、
不
便
を
感
じ
る
こ
と
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の

理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

住
所
・
本
籍
地
の
表
し
方

　

新
し
く
住
居
表
示
が
実
施
さ

れ
る
と
、
住
所
だ
け
で
は
な
く
、

こ
の
実
施
地
域
に
本
籍
を
置
い

て
い
る
人
の
本
籍
地
の
表
示
も

変
わ
り
ま
す
。

記
載
例

住　

所
観
音
寺
市

観
音
寺
町
甲
１
３
０
０
番
地

　
観
音
寺
市

栄
町
一
丁
目　

１
番　

３
号

↓

本　

籍
観
音
寺
市

観
音
寺
町
甲
１
３
０
０
番
地

観
音
寺
市

栄
町
一
丁
目
甲
１
３
０
０
番
地

新
町
名　
　
　

街
区
符
号

住
居
番
号

新
町
名

↓

実施後 実施前実施後 実施前

１１月１９日（月）から実施されます

栄地区住居表示

家庭でできる筋力アップ

片足上げ・ひざ伸ばし
片足を上げ、足首を手前に曲げ、かかと

を押し出すような感じでひざをゆっくり

伸ばす。

❶

そのまま足首を伸ばし、手前に曲げ、ま

た伸ばした後、ひざを曲げ足を下ろす。

（左右繰り返す）

❷

かかとの上げ下げ
いすの背に軽く手をつけ、両足をそろえ

て立つ。

❶

つま先を軸にかかとの上げ下げをゆっく

り静かに繰り返す。

❷

片足横上げ
いすの背に軽く手をつけ、両足をそろえ

て立つ。

❶

片足を横へ軽く上げ3～5秒静止し、ゆ

っくり降ろす。（左右繰り返す）

❷

（左右）

（左右）

筋力アップ体操を
始めよう

毎
日実践

介護
予防

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
２３
│

３
９
６
８

＊いすは重くて丈夫なものを選びましょう。

案
の
閲
覧

　

都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ

　

ラ
ン

　

１１
月
１３
日
（
火
）
〜
２７
日
（
火
）

　

（
土
・
日
、
祝
日
は
除
く
）
／

　

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

　

１５
分

　

県
都
市
計
画
課
／
市
都
市
整

　

備
課

公
聴
会

　

１２
月
１４
日
（
金
）／
午
後
２
時
〜

　

市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

　

公
聴
会
で
意
見
を
述
べ
た
い

人
は
、
公
述
申
出
書
と
公
述
の

要
旨
（
８
０
０
字
以
内
）
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

１１
月
２７
日
（
火
）
ま
で

＊
当
日
消
印
有
効

　

香
川
県
都
市
計
画
課

　

〒
７
６
０
―

８
５
７
０

＊
住
所
の
記
載
不
要

　

公
述
人
が
決
ま
り
次
第
、
そ

の
結
果
を
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

た
だ
し
、
公
述
の
申
し
出
が
な

か
っ
た
場
合
、
公
聴
会
は
中
止

に
な
り
ま
す
。

　

県
都
市
計
画
課
（
☎
０
８
７

　

―

８
３
２
―

３
５
５
７
）
／
市

　

都
市
整
備
課
（
☎
２３
―

３
９

　

１
８
）

都
市
計
画
区
域

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

見
直
し
に
つ
い
て

公聴会を開催します

対時所時所受申問



９
１８ 郷土を代表し全国へ

　　　

９
２０

　国際協力機構（ＪＩＣＡ）の青年海外協力隊員と

してインドネシアに赴任する大谷幸奈さん（観音寺町）

が、大倉副市長に出発の報告。大谷さんは「新規に

活動する地域なので資料もないが、現地の体験で情

報を得たい。少しでも栄養指導や栄養改善の啓発な

どを通して地域住民の役に立ちたいと思う」と抱負

を語りました。派遣期間は平成１９年９月から平成２１

年９月までの２年間です。

防災の意識を�
高めよう

９
２８

　市立総合体育館で国土交通省香川河川国道事務

所などの主催による「防災・減災フォーラム２００７

ｉｎ香川」が開催され約３００人が参加。白川市長、

白木香川大学工学部教授、近藤市消防団団長によ

る“防災トークショー”では、いざというときに

は自分たちの地域は自分たちで守る、自分の住む

地域の情報をよく知っておく、早めに避難するこ

となどが話されました。このほか災害記録映像の

上映、家庭でできる防災技術の講習や降雨体験な

どの体験イベントがありました。

９
２６ 精一杯歌ってきます

　第７４回NHK全国学校音楽コンクール全国コンク

ールに、昨年に引き続き２年連続で出場する柞田小

学校合唱部の代表５人が白川市長に出場報告をしま

した。市長が「日ごろの練習どおり緊張せずに頑張

ってきてください」と激励すると、合唱部部長大西

真圭さんが「わたしたちを応援してくれている人に

感謝して、昨年より少しでも良い成績を残して帰っ

てきます」と抱負を述べました。

　 報告に来た柞田小学校合唱部の代表５人
 　大西真圭、井元碧、高橋英里、中塚千晴、三宅瑠乃＜敬称略・順不同＞
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９
２３
さわやかな秋風に
揺られていました 世界の人のために役立ちたい

笑
顔
で
踊
る
「
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
」

▲

副
市
長
に
抱
負
を
語
る
大
谷
さ
ん

▲

　白川市長が９０歳訪問で山下イセノさん（豊浜町）

を訪ねました。「楽しく長生きが一番ですね。いつまで

も元気でいてください」と市長が声を掛けると「家族

が優しいことが幸せ。長生きして良かった」と笑顔で

応えられました。ことし、９０歳市長訪問対象者は２０９

人で、市長が訪問したのは希望した下記の人です。�

高谷キヌエ、川崎フジヱ、石村道子、河田サト、石川フク子、

西山幸雄、西田治郎、材木八郎、五味友八、高城廣美、片

山メグミ、藤村スミ子、大福政義、森川菊枝、樋本ヨシヱ、

松本ツルヱ、前川定男、福村マサヱ、三好サダヱ、宮武ス

ミコ、下岸冨惠、福山コサヱ、村上サカヱ、新庄フジノ、

竹華忠雄、井下登美子、阪上喜久枝、矢野三千代、合田こう、

臼杵ツゲノ、合田キミ子、武田幸男、谷川アイ、山下イセノ、

中川久義、平井ヨシ子、藤原サカヱ＜敬称略・順不同＞

　第２２回萩まつりが萩の丘公園などで開催されまし

た。萩の丘公園のイベント会場では、観音寺第一高

等学校吹奏楽部の演奏などのほか、ことし初めて大

野原中学校の生徒が参加。女子１８人による「よさこ

いソーラン」が踊られ、親子連れらたくさんの人が

訪れました。また、萩原寺では琴の演奏や野点が行

われ、訪れた人たちが咲き始めた萩の花を背景に写

真を撮る姿が見られました。

▲みんなに祝ってもらえるなんて嬉しいわ！

いつまでもお元気で１０
1～

青年の気持ちで挑戦１０
３

　第３２回観音寺支部老人スポーツ大会が市立総合体育

館で開催され、約８００人が参加しました。参加者全員

が「いきいきクラブ体操」で体をほぐした後、競技を

開始。木製の大きなピンをボールで倒す「ボーリング」

では、ピンが倒れずに何度も挑戦する姿やボールが大

きくそれて、ほほえむ姿が見られました。そのほか、

２人で竹ざおの両端を持ち、その上に乗せたボールを

運ぶ「協力一致」やフラフープの輪の中に入った玉入

れの玉を競う「ペタンク」などの競技にも一生懸命に

挑戦していました。

　第６２回国民体育大会出場監督・選手の激励会が行

われました。「新聞をにぎわせる活躍ができるよう

頑張ってきます」と出場者を代表して高橋卓　さん

が決意を述べました。大会は９月２９日から１０月９日

まで秋田県で開催され、出場選手・監督は次のとおり。

陸上監督＝高橋卓　、藤田茂樹、選手＝大西崇司、　木志

帆、窪田恵利子、中村大輔、有明侑哉、安藤太一、今井太

一、大西雄一朗、小林正章、石川明香里、守谷遼平、平井

美咲、水泳監督＝高田敦史、選手＝石村亜美依、林由梨、

　鍋和歌子、自転車競技監督＝東山和裕、軟式野球選手＝

安並宏治、馬術監督＝三好達也、ライフル射撃選手＝堀田

章悟、カヌー選手＝芳地志穂、アーチェリー監督＝宮武孝

明、選手＝大西隆仁、佐野由佳、銃剣道監督＝石川慎也

＜敬称略・順不同＞

　「第20回全国健康福祉祭いばらき大会ねんりんピ

ック茨城２００７（ペタンク交流大会）」「第２２回日本ペ

タンク選手権大会」に参加する選手が白川市長に出

場報告をしました。市長は「今回の出場はペタンク

をしている人の希望になる」と激励。参加者を代表

して岡田嘉幸さん（村黒町）が「体力をつけ健康の

ためと交流を深めることを目標に練習しています。

県代表として精一杯頑張ってきます」と謝辞を述べ

ました。

第２０回全国健康福祉祭いばらき大会ねんりんピック茨城

２００７（ペタンク交流大会）監督＝松川美代子、選手＝清

水友治郎、横山貞司、府内明見

第２２回日本ペタンク選手権大会選手＝横山貞司、泉宮猛、

安藤康次、岡田嘉幸、岡田恭明、藤田芳孝、田井良子、岡

田孝子＜敬称略・順不同＞

▲大きな声援や拍手が送られていました

▲常日ごろ家族と話し合っておくことが大切
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讃
岐
彫
は
、
玉
楮
象
谷
（
た
ま

か
じ
ぞ
う
こ
く
）
が
技
法
を
開

発
し
、
１
８
０
年
の
歴
史
を
も

つ
香
川
漆
器
。
木
材
に
、
ち
密

な
草
花
な
ど
の
模
様
を
彫
り
、

鎌
倉
彫
な
ど
と
比
べ
て
も
写
実

的
で
細
か
い
。
そ
ん
な
伝
統
工

芸
を
、
喜
多
清
文
先
生
の
指
導

の
下
、
楽
し
ん
で
習
っ
て
い
る

ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
。
長
い
人
は

ク
ラ
ブ
設
立
当
初
か
ら
在
籍
し

て
お
り
、
２４
年
に
も
な
り
ま
す
。

「
お
も
し
ろ
な
か
っ
た
ら
こ
ー

へ
ん
で
！！
」
と
い
う
だ
け
あ
っ

て
、
教
室
内
の
雰
囲
気
は
抜
群
。

ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
喜
多
先
生
の
人
柄
に

よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
初
心

者
は
初
心
者
な
り
に
、
経
験
者

は
経
験
者
な
り
に
「
そ
れ
な
り

に
い
い
で
し
ょ
う
」
と
褒
め
て

教
え
て
く
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の

集
中
力
は
見
事
な
も
の
で
、
彫

り
だ
し
た
ら
一
点
集
中
、
作
品

作
り
に
ど
っ
ぷ
り
漬
か
っ
て
い

ま
し
た
。
お
し
ゃ
べ
り
に
行
く

も
良
し
、
本
気
で
日
本
の
芸
術

を
学
ん
で
み
る
も
良
し
。
第
１

・
３
木
曜
日
の
午
後
１
時
３０
分

か
ら
約
２
時
間
、
豊
浜
中
央
公

民
館
で
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
人
は
、
代
表
者
（
石

井
英
司
さ
ん
☎
５２
―

２
４
３
０
）

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

こんにちは
平成１８年１１月生まれ

小 西 啓 太

こんにちはこんにちは

ちゃん

ゆう　　とけい　　た

は　　　な

父 暢彦さん　母 智栄子さん

（流岡町）

元気ですくすく育っ
てね！お姉ちゃんと
元気いっぱい遊ぼうね！

かわいい笑顔の花菜
ちゃん。元気に大き
くなってね。お誕生
日おめでとう。

小 池 悠 斗ちゃん

早 川 花 菜ちゃん

　満１歳の誕生月のお子さんを掲載して

います。応募締切は誕生月の前々月の末

日まで（例：１月号だと１１月３０日）で、

応募多数の場合は先着順になります。ご

応募をお待ちしています。

両親からの
メッセージ

両親からの
メッセージ

両親からの
メッセージ

父 和也さん　母 孝子さん

（粟井町）

父 裕樹さん　母 かんなさん

（豊浜町和田浜）

募集しています！！

い
つ
ま
で
も
現
役

岩
田
春
子
さ
ん
（
高
屋
町
）

１歳おめでとう！
元気にスクスクと
育ってね。

　

「
自
分
で
も
こ
ん
な
に
長
生

き
す
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」

と
話
す
岩
田
さ
ん
は
、
明
治
４５

（
大
正
元
）
年
生
ま
れ
。
元
気

の
秘
け
つ
は
？
と
尋
ね
る
と

「
毎
日
同
じ
こ
と
を
し
て
い
る

の
よ
。
変
わ
っ
た
こ
と
は
し
て

な
い
わ
」
と
笑
い
ま
す
。
ご
飯

は
お
い
し
く
、
よ
く
動
き
、
睡

眠
も
十
分
、
昔
か
ら
病
院
と
い

う
と
風
邪
で
か
か
る
く
ら
い
の

も
の
だ
そ
う
で
、
ま
さ
に
健
康

を
絵
に
描
い
た
よ
う
で
す
。
料

理
が
好
き
で
、
今
日
は
何
を
作

ろ
う
か
と
メ
ニ
ュ
ー

を
考
え
る
の
が
楽
し

み
。「
何
か
珍
し
い
料

理
は
な
い
か
な
〜
」

と
料
理
本
を
見
た
り
、

料
理
番
組
を
見
た
り
。

お
伺
い
し
た
前
日
の

夜
は
、
な
ん
と
「
チ

ゲ
鍋
」
を
作
っ
た
そ

う
で
す
。

　

ま
た
、
動
く
こ
と
が
好
き
と

い
う
だ
け
あ
っ
て
、
常
に
足
が

原
動
力
。「
今
、
健
康
の
た
め
に

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
が
推
奨
さ
れ
て

い
る
け
ど
、
わ
た
し
は
若
い
と

き
か
ら
ど
こ
に
行
く
に
も
歩
い

て
き
た
わ
。
わ
ざ
わ
ざ
歩
か
な

く
て
も
ね
！
」
と
い
う
岩
田
さ

ん
。
腰
は
真
っ
す
ぐ
で
、
ひ
ざ

も
健
や
か
。「
無
理
せ
ず
、
自
然

に
」
こ
れ
が
一
番
い
い
の
だ
と

改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

かざ　　ね

いつも元気で笑って
いる女の子でいてく
ださい。

近 藤 颯 音ちゃん

両親からの
メッセージ

父 知章さん　母 奈美さん

（大野原町大野原）

１１月１２日～２５日は

「女性に対する

　暴力をなくす運動」期間です！

企画課男女共同参画推進室

☎ 23－3917

男女共同参画

讃
岐
彫
ク
ラ
ブ

み

ん

な

の

輪

健康は足から
Ｌｅｔ’ｓウオーキング 萩の丘公園

公 園 だ よ り

　萩の丘公園は、四国霊場第６６番札

所「雲辺寺」の山すそにあり、野球・

サッカーが楽しめる多目的広場や遊具

広場、テニス場や遊歩道、宿泊のでき

るログハウスなどがあります。

　これからは気候も良くなり、大谷池

の遊歩道はウオーキングに最適。どん

ぐりの木の種類も多く、お子さんと大

小の実を拾い歩くのも楽しいと思いま

せんか？

　

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
は
、
身

体
的
暴
力
に
限
ら
ず
、
精
神
的
、

性
的
暴
力
も
含
ま
れ
ま
す
。
親

密
な
関
係
に
あ
っ
て
も
暴
力
は

決
し
て
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な

く
、
犯
罪
に
な
る
行
為
な
ど
を

も
含
む
重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
あ
な
た
と
一
緒
に

考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊
配
偶
者
に
は
、
事
実
婚
や
元
配
偶

　

者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
な
ど
も
含
ま
れ

　

ま
す
。

相
談
先

★
子
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

（
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
０
８
７
―

８
３
５
―

３
２
１
１

　

月
〜
土
曜
日
（
祝
日
は
休
み
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

★
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

女
性
相
談
員

　

☎
２３
―

３
９
５
７

　

月
〜
金
曜
日（
祝
日
は
休
み
）

　

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
４
時

★
香
川
県
警
察

　
　
　
　

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
♯
９
１
１
０

　
　
　

（
全
国
共
通
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

☎
０
８
７
―

８
３
１
―

０
１
１
０

＊
最
寄
り
の
警
察
署
で
も
相
談
可
能
。

　

緊
急
の
場
合
は
、
１
１
０
番
へ
。

★
か
が
わ
男
女
共
同
参
画

　
　
　
　
　
　
　

相
談
プ
ラ
ザ

　

☎
０
８
７
―

８
３
２
―

３
１
９
８

　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
は
休
み
）

　

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

問い合わせ先　都市整備課公園緑地係
　　　　　　　　　　☎２３－３９１８

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
で

　
　
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？



　
　
　

ア
メ
リ
カ
の
ミ
シ
シ
ッ

ピ
ー
川
に
か
か
る
高
速
道
路
の

橋
が
崩
落
し
、
多
数
の
車
両
が

巻
き
込
ま
れ
、
死
傷
者
が
出
た
。

　

今
回
崩
落
し
た
橋
は
、
建
設

後
４０
年
で
あ
り
、
一
般
的
に
は

橋
り
ょ
う
の
耐
用
年
数
は
６０
年

で
、
５０
年
が
更
新
時
期
と
言
わ

れ
て
い
る
。

　

計
画
的
な
補
修
計
画
の
作
成

が
急
務
だ
と
思
う
が
ど
の
よ
う

に
対
応
さ
れ
る
の
か
伺
う
。

　
　
　

本
市
が
管
理
す
る
橋
り

ょ
う
は
、
3
6
7
橋
あ
り
、
そ

の
内
、
橋
長
２０
メ
ー
ト
ル
以
上

の
橋
り
ょ
う
は
、
３５
橋
で
あ
る
。

　

２０
年
後
に
は
、
約
半
数
の
橋

り
ょ
う
が
建
設
後
５０
年
を
経
過

す
る
。

　

こ
の
た
め
本
年
度
は
、
橋
長

２０
メ
ー
ト
ル
以
上
の
橋
り
ょ
う

に
つ
い
て
、
１９
カ
所
を
点
検
委

託
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
順

次
、
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

そ
の
結
果
を
受
け
、
長
寿
命

化
修
繕
計
画
を
策
定
し
、
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の
重
要

性
・
緊
急
性
を
踏
ま
え
、
定
期

点
検
や
日
常
的
な
維
持
管
理
に

加
え
、
個
々
の
橋
り
ょ
う
に
対

し
て
最
も
効
率
的
・
効
果
的
な

修
繕
計
画
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

橋
り
ょ
う
の
長
寿
命
化
お
よ
び

橋
り
ょ
う
の
修
繕
・
架
け
替
え

に
係
る
費
用
の
縮
減
を
図
っ
て

い
く
。

　
　
　

先
日
、
８
月
３０
日
未
明

よ
り
潮
位
の
上
昇
に
よ
り
海
水

が
流
れ
込
み
、
三
豊
干
拓
地
は

台
風
被
害
に
あ
っ
た
か
の
よ
う

な
水
浸
し
と
な
っ
た
。
収
穫
前

の
稲
や
野
菜
が
ほ
ぼ
全
滅
と
新

聞
報
道
が
あ
っ
た
。

　

翌
日
、
現
地
調
査
に
行
き
、

被
害
状
況
の
確
認
や
今
後
の
見

通
し
な
ど
被
災
農
家
の
人
た
ち

と
話
し
た
り
、
地
元
Ｊ
Ａ
や
土

地
改
良
お
よ
び
三
豊
共
済
に
行

き
善
後
策
に
つ
い
て
検
討
し
た

り
、
被
災
農
家
の
要
望
も
お
聞

き
し
た
。
行
政
に
も
多
く
の
農

家
の
現
状
を
理
解
し
、
各
種
団

体
や
県
に
働
き
か
け
る
な
ど
最

大
限
の
努
力
を
切
望
す
る
が
、

い
か
が
か
。

　
　
　

ま
ず
最
初
に
、
今
回
の

海
水
逆
流
に
よ
り
被
害
を
受
け

た
農
家
の
皆
さ
ま
方
に
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
あ
げ
る
。

　

こ
れ
ら
の
冠
水
被
害
発
生
後
、

直
ち
に
農
家
の
皆
さ
ま
に
、
海

水
の
ほ
場
外
へ
の
排
出
、
土
壌

の
塩
分
濃
度
を
速
や
か
に
下
げ

る
た
め
、
真
水
の
か
け
流
し
や

冠
水
し
た
稲
わ
ら
の
ほ
場
外
へ

の
持
ち
出
し
を
指
導
し
た
。
ま

た
、
今
後
の
被
害
復
旧
支
援
は
、

土
壌
か
ら
塩
分
を
取
り
除
く
指

導
の
徹
底
な
ど
本
市
で
、
ど
の

よ
う
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
か
、

国
・
県
・
関
係
機
関
と
協
議
し

て
対
応
し
て
い
く
。

　
　
　

本
年
３
月
議
会
、
全
員

協
議
会
で
三
豊
市
の
バ
イ
オ
処

理
案
の
報
告
が
さ
れ
、
市
は
こ

れ
ま
で
通
り
「
溶
融
炉
方
式
」

を
再
確
認
し
た
わ
け
だ
が
、
そ

の
後
、
議
論
が
進
ん
で
い
る
の

か
。「
ご
み
を
制
す
る
も
の
は
、

自
治
を
制
す
」
と
い
わ
れ
る
く

ら
い
ご
み
処
理
は
自
治
体
の
最

重
要
課
題
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ

議
会
側
も
近
隣
の
処
理
施
設
を

視
察
し
、
効
率
の
良
い
低
コ
ス

ト
の
実
例
も
確
認
を
し
た
。
８

月
末
に
開
催
さ
れ
た
広
域
組
合

議
会
で
の
議
論
も
踏
ま
え
て
、

今
後
ど
の
よ
う
に
す
る
方
向
な

の
か
伺
う
。

　

２
点
目
は
、
市
民
の
コ
ス
ト

意
識
の
変
化
で
あ
る
。
各
自
治

体
の
財
政
難
は
、
国
民
の
広
く

知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ご
み
処

理
を
施
設
も
含
め
て
す
べ
て
行

政
が
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
、
特
例
債
を
活
用
し
て
行

う
事
業
で
あ
る
が
、
多
額
の
借

金
が
後
世
に
残
る
こ
と
は
事
実

で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
ご
み
処
理
の
民
間

委
託
も
真
剣
に
考
え
て
も
よ
い

と
考
え
る
が
、
市
長
の
考
え
を

伺
う
。

　
　
　

三
豊
市
が
い
う
バ
イ
オ

マ
ス
方
式
は
、
家
庭
ゴ
ミ
の
処

理
方
法
と
し
て
は
ふ
さ
わ
し
く

な
く
、
改
め
て
市
単
独
で
の
検

討
を
す
る
。
老
朽
化
が
進
む
三

観
広
域
行
政
組
合
の
処
理
施
設

は
、
今
後
、
改
修
費
な
ど
負
担

が
膨
ら
む
見
込
み
を
踏
ま
え
民

間
委
託
を
含
め
最
善
の
方
法
を

講
じ
た
い
。

　

民
間
委
託
を
選
択
し
た
と
し

て
も
、
処
理
方
式
や
次
の
候
補

地
を
決
め
る
ま
で
の
苦
肉
の
策

で
あ
り
、
で
き
る
だ
け
早
く
結

論
を
出
し
た
い
。
民
間
委
託
の

メ
リ
ッ
ト
は
、
運
営
管
理
費
な

ど
固
定
経
費
が
少
な
い
こ
と
で
、

ご
み
の
減
量
化
を
推
進
す
る
こ

と
で
委
託
料
を
抑
え
ら
れ
る
。

　
　
　

個
人
向
け
の
通
信
文
書

や
行
政
か
ら
の
各
種
広
報
印
刷

物
な
ど
、
用
紙
媒
体
に
よ
る
情

報
は
、
自
立
し
た
生
活
と
社
会

1011

9
月
定
例
会
の
主
な
内
容

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

一
般
質
問

9
月
定
例
会
の
主
な
内
容

市
議
会
だ
よ
り

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

一
般
質
問

　平成１９年第４回定例会が、９月７日

招集され、２７日までの２１日間の会期

で開かれました。

　市長から一般会計の補正予算として、

歳入歳出予算の総額に５億４,７０５万３

千円を追加し、予算の総額を歳入歳出

それぞれ２４３億１,２６８万３千円とする

ことなど34議案が提出され、議案の提

案理由の説明がありました。

　１３日・１４日の２日間、各会派・党

の代表質問と個人質問が行われ、市当

局の考えをただしました。議案は総務・

建設経済・文教民生の各常任委員会に

それぞれ付託され、１８日から２０日に

かけておよび２５日に各常任委員会を開

催し、慎重に議案などの審議を行いま

した。最終日の２７日、各常任委員会の

委員長から付託された議案などの審議

結果の報告があり、採決の結果すべて

の市長提出議案を可決・承認しました。

また、請願１件を継続審査としました。

審議結果については、１５ページ「審議

した議案等とその結果」のとおりです。

一般質問通告表代表質問

個人質問

・クリーンセンターについて
・情報共有の取り組みについて
・文書管理システムによる情報公開について
・行政財産の目的外使用について
・農業政策について
・競輪事業について
●橋りょうの補修・更新について
・まちなかにぎわい再生について
・水道事業について
・児童虐待について
・児童の健康管理について
・中部中学校の校舎改築について

・耐震改修について
●三豊干拓冠水について
・年金制度について
・救急医療行政について
・後期高齢者医療制度について

・防災・減災対策について
●クリーンセンターについて
・三豊干拓、冠水被害について
・国道１１号の四車線化について
・国民年金について
●視覚障害者に対する情報バリアフリーについて
・コムスン問題について
・福祉有償運送について
・幼稚園の統廃合について

・市所有の施設について
●財政について
・高齢者医療制度について
・学校給食について

●印については、質問と答弁の内容を次ペー

ジ以降に掲載しています。

政新クラブ

井 上 浩 司

日本共産党

津 田 泰 男

公 明 党

石 山 秀 和

社会民主党

篠 原 重 寿

（政新クラブ）
大 平 直 昭

（新政クラブ）

藤 田 芳 種

（新政クラブ）

原 　 俊 博

（政新クラブ）
大久保　敏

（ 公 明 党 ）

安 藤 忠 明

（政新クラブ）
森 谷 政 義

（政新クラブ）
井 下 尊 義

（政新クラブ）
佐 伯 芳 信

（日本共産党）

安 藤 清 高

（政新クラブ）
黒川健太郎

（政新クラブ）
高 橋 照 雄

と

質

答 弁

問
橋
り
ょ
う
の
補
修
・
更
新
に

つ
い
て

代
表
質
問

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

政
新
ク
ラ
ブ

井
上
浩
司

三
豊
干
拓
地
冠
水
に
つ
い
て

日
本
共
産
党

津
田
泰
男

公
明
党

石
山
秀
和

答
弁

答
弁

答
弁

●情報システムについて
・観音寺ホッとメールについて

・バイオ燃料とリサイクルについて
●学童保育について

・観音寺の地産・名産うまいもん宅配便について
●高齢者虐待の防止について

・自主防災組織について
・工事現場での安全対策について
●自治会要望について

●一般廃棄物について

●三豊干拓海水流入冠水被害について

●トライアスロンについて

●五郷山部分林の現況と今後の森林経営について

●防災について

●クリーンセンターについて
・三観衛生組合について
・三豊総合病院について
・三豊中学校について

・税源移譲について
・水害対策について
・公営住宅について
・児童手当の支給について

平
成
１９
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
原
案
可
決

７日招集・会期２１日間

９月定例会の主な内容

質
問

視
覚
障
害
者
に
対
す
る

情
報
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
つ
い
て

▲三豊干拓



参
加
に
は
欠
か
せ
な
い
情
報
源

で
あ
る
。
活
字
文
書
の
ま
ま
で

は
、
視
覚
障
害
者
の
方
々
が
こ

れ
ら
の
情
報
を
入
手
す
る
こ
と

が
困
難
で
あ
る
と
い
う
現
実
が

あ
る
。

　

こ
う
し
た
困
難
を
ク
リ
ア
す

る
た
め
に
「
音
声
コ
ー
ド
」
や

「
活
字
文
字
読
み
上
げ
装
置
」

に
よ
る
方
法
が
各
所
で
実
現
化

さ
れ
て
い
る
。
活
字
読
み
上
げ

装
置
は
、
生
活
情
報
を
取
得
す

る
機
器
と
し
て
最
適
な
も
の
で

あ
る
。
よ
っ
て
、
地
域
に
お
け

る
視
覚
障
害
者
に
対
す
る
情
報

バ
リ
ア
フ
リ
ー
策
を
一
層
促
進

す
る
た
め
、
ま
ず
、
市
役
所
窓

口
や
福
祉
事
務
所
へ
の
設
置
も

含
め
、
こ
れ
ら
の
機
器
の
早
期

導
入
に
向
け
た
積
極
的
な
取
り

組
み
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
、
今
後
の
取
り
組
み
を
伺

う
。

　
　
　

ま
ず
、
本
市
の
視
覚
障

害
者
に
対
す
る
行
政
面
で
の
情

報
提
供
の
現
状
は
、
市
の
発
行

す
る
広
報
紙
を
録
音
し
た
「
声

の
広
報
」
を
社
会
参
加
促
進
事

業
と
し
て
始
め
た
。

　

ま
た
、
平
成
１７
年
度
か
ら
は
、

市
税
や
水
道
料
金
を
点
字
で
確

認
で
き
る
よ
う
「
点
字
通
知
サ

ー
ビ
ス
」
を
行
っ
て
い
る
。
提

案
の
「
活
字
文
書
読
み
上
げ
装

置
」
に
つ
い
て
は
、
最
近
普
及

し
つ
つ
あ
る
新
た
な
情
報
伝
達

方
法
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
、

来
年
度
は
試
行
的
に
福
祉
事
務

所
の
窓
口
に
設
置
し
、
利
便
性

な
ど
を
把
握
し
な
が
ら
、
よ
り

一
層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め

て
行
き
た
い
。

　
　
　

①
連
結
決
算
赤
字
比
率

全
国
ワ
ー
ス
ト
３０
位
（
新
聞
報

道
）
の
分
析
と
改
善
の
見
通
し

は
。

②
今
回
の
赤
字
比
率
は
、
一
つ

の
企
業
の
市
税
が
数
億
変
動
す

る
だ
け
で
比
率
が
数
パ
ー
セ
ン

ト
変
化
す
る
。
こ
う
い
っ
た
数

値
だ
け
に
踊
ら
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
じ
っ
く
り
と
、
借
金
（
公

債
費
）
の
状
況
な
ど
あ
ら
ゆ
る

観
点
か
ら
財
政
を
見
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
。

③
６
月
施
行
の
「
財
政
健
全
化

法
」
は
、
行
政
の
力
量
、
チ
ェ

ッ
ク
機
関
と
し
て
の
議
会
の
役

割
を
問
う
て
い
る
。
財
政
再
建

を
進
め
る
に
当
た
り
、
生
活
課

題
を
置
き
去
り
に
し
な
い
市
長

の
決
意
は
。

　
　
　

①
平
成
１７
年
で
は
１６
・

２
パ
ー
セ
ン
ト
だ
が
平
成
１８
年

に
は
１０
・
6
パ
ー
セ
ン
ト
に
下

が
る
も
よ
う
。
産
業
団
地
、
競

輪
な
ど
の
特
別
会
計
は
５
年
ほ

ど
で
改
善
の
方
向
と
考
え
て
い

る
。

②
今
後
の
財
政
運
営
は
自
主
財

源
の
確
保
に
努
め
、
行
財
政
改

革
、
事
務
事
業
の
見
直
し
を
進

め
、
財
政
体
質
の
健
全
化
を
図

っ
て
い
く
。

③
総
務
省
は
平
成
２０
年
度
か
ら
、

自
治
体
は
財
政
の
基
準
値
な
ど

の
内
容
を
議
会
に
報
告
し
、
数

値
が
悪
化
し
た
場
合
は
財
政
再

生
計
画
の
策
定
を
義
務
付
け
た
。

予
算
執
行
は
、
中
長
期
的
な
財

政
計
画
に
沿
っ
て
進
め
る
。

　
　
　

毎
年
、
情
報
シ
ス
テ
ム

関
連
に
は
多
額
の
経
費
を
要
し

て
い
る
が
、
平
成
１９
年
度
に
お

け
る
情
報
シ
ス
テ
ム
関
連
す
べ

て
の
予
算
額
の
合
計
は
い
く
ら

か
。

　

ま
た
、
そ
の
経
費
を
削
減
す

る
た
め
、
民
間
の
専
門
家
を
補

佐
官
と
し
て
登
用
し
た
県
の
取

り
組
み
を
参
考
に
し
て
、
情
報

シ
ス
テ
ム
関
連
で
庁
内
す
べ
て

の
部
署
に
対
し
て
権
限
を
有
す

る
Ｃ
Ｉ
Ｏ
（
最
高
情
報
総
括
責

任
者
）
を
早
急
に
設
置
す
べ
き

か
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　

一
般
会
計
、
特
別
会
計

予
算
お
よ
び
三
観
広
域
行
政
組

合
電
子
計
算
セ
ン
タ
ー
負
担
金

の
合
計
は
７
億
７
、
０
５
５
万

９
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

県
で
は
、
情
報
シ
ス
テ
ム
経

費
を
大
幅
に
削
減
し
、
Ｉ
Ｔ
を

最
大
限
に
活
用
し
た
業
務
の
効

率
化
を
図
る
た
め
、
具
体
的
方

策
「
情
報
シ
ス
テ
ム
最
適
化
計

画
」
を
策
定
し
、
最
適
化
を
推

進
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　

本
市
で
は
個
別
シ
ス
テ
ム
の

最
適
化
だ
け
で
な
く
、
将
来
の

市
全
体
に
お
け
る
情
報
化
な
ど

を
見
据
え
た
情
報
最
適
化
の
全

体
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
中
で

「
Ｃ
Ｉ
Ｏ
補
佐
制
度
」
な
ど
も

考
慮
に
入
れ
な
が
ら
シ
ス
テ
ム

最
適
化
に
取
り
組
み
、
経
費
の

節
減
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
　
　

①
三
観
広
域
行
政
組
合

で
計
画
し
て
い
た
奥
谷
地
区
に
、

誰
が
ど
の
よ
う
な
説
明
な
り
報

告
を
し
て
き
た
か
。

②
物
理
的
な
施
設
（
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
）
を
新
設
し
て
の
ご

み
処
理
は
、
現
実
的
に
不
可
能

で
は
な
い
か
。
三
観
広
域
行
政

組
合
か
ら
離
脱
し
て
、
本
市
が

単
独
で
処
理
す
る
方
法
は
、
物

理
的
な
諸
条
件
（
環
境
ア
セ
ス

メ
ン
ト
は
通
年
で
１
年
。
直
ち

に
着
工
し
て
も
５
・
６
年
か
か

る
。
現
在
山
本
町
に
あ
る
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
契
約
期
間
は
、

あ
と
５
年
で
あ
る
こ
と
な
ど
）

か
ら
、
既
に
当
局
の
腹
の
中
で

は
民
間
委
託
を
具
体
的
に
考
え

て
い
る
の
で
な
い
か
。

　
　
　

①
横
山
三
豊
市
長
と
も

ど
も
経
緯
の
説
明
を
し
、
理
解

を
求
め
、
ま
た
、
お
わ
び
も
し

た
。
広
域
の
前
提
が
崩
れ
た
か

ら
全
く
の
白
紙
に
戻
っ
た
。

②
経
費
な
ど
現
在
の
山
本
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
寿
命
や
焼
却

灰
の
費
用
な
ど
市
民
の
負
担
が

大
き
い
。
包
括
的
に
判
断
す
る

と
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
新

設
を
す
る
よ
り
市
民
の
負
担
が

少
な
い
。
議
会
の
同
意
が
得
ら

れ
れ
ば
、
早
急
に
民
間
委
託
に

向
け
て
手
続
き
を
進
め
た
い
。

溶
融
炉
（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

で
焼
却
を
し
て
）
は
、
一
か
ら

白
紙
だ
。

　
　
　

学
童
保
育
に
つ
い
て
潜

在
的
な
需
要
の
声
が
あ
る
と
聞

い
て
い
る
。
保
護
者
の
皆
さ
ん

が
出
来
る
こ
と
は
、
児
童
集
め

で
あ
り
、
場
所
は
、
基
本
的
に

市
の
役
割
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、

児
童
数
を
ク
リ
ア
し
た
要
望
が

あ
っ
た
場
合
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
行
く
の
か
。

　

ま
た
、
学
童
保
育
は
子
育
て

の
一
環
で
も
あ
る
。
男
女
共
同

参
画
の
推
進
に
よ
り
、
女
性
の

社
会
進
出
が
不
可
欠
な
時
代
に

お
い
て
、
観
音
寺
市
に
行
け
ば

い
い
制
度
が
あ
り
、
観
音
寺
市

に
住
ん
で
み
よ
う
と
い
う
こ
と

に
な
れ
ば
、
本
市
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
と
思
う
。
１０
年
後
、

児
童
数
の
激
減
が
予
測
さ
れ
る

中
、
学
童
保
育
が
必
要
な
時
に
、

こ
れ
に
応
え
ら
れ
る
柔
軟
な
姿

勢
・
発
想
が
必
要
で
は
な
い
か
。

本
市
の
前
向
き
な
答
弁
を
伺
う
。

　
　
　

子
育
て
支
援
の
一
環
と

し
て
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
新

規
開
設
に
つ
い
て
で
す
が
、
本

市
で
は
、
開
設
場
所
が
確
保
さ

れ
、
今
後
２０
人
以
上
の
登
録
児

童
数
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
を
開

設
の
要
件
と
し
て
い
る
。

　

市
は
、
柔
軟
な
姿
勢
を
と
っ

て
ほ
し
い
と
の
こ
と
だ
が
、
開

設
要
件
が
ク
リ
ア
さ
れ
れ
ば
、

タ
イ
ミ
ン
グ
を
逸
し
な
い
よ
う

対
応
し
た
い
。

　
　
　

生
ご
み
の
水
分
を
減
ら

す
こ
と
に
よ
り
廃
棄
物
処
理
費

用
の
削
減
が
図
ら
れ
る
。
本
市

で
は
、
生
ご
み
処
理
機
購
入
に

対
し
補
助
金
の
交
付
や
、
大
野

原
町
や
高
屋
地
区
の
婦
人
会
有

志
に
よ
る
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
で
生
ご

み
の
資
源
化
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
そ
の
効
果
が
見
ら
れ
る
の

で
、
こ
れ
を
自
治
会
単
位
で
取

り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
取
り
組
む
自
治
会
に

対
し
、
何
ら
か
の
支
援
策
を
考

え
て
は
ど
う
か
。
さ
ら
に
農
協

と
連
携
し
、
Ｅ
Ｍ
菌
処
理
し
た

堆
肥
を
農
地
に
還
元
し
て
特
産

の
レ
タ
ス
な
ど
を
栽
培
す
れ
ば

付
加
価
値
が
つ
く
と
思
う
が
ど

う
か
。

　
　
　

生
ご
み
の
減
量
化
の
取

り
組
み
は
、
生
ご
み
処
理
機
購

入
に
助
成
す
る
の
も
減
量
化
の

方
策
で
あ
り
、
各
家
庭
に
お
い

て
生
ご
み
に
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
を
混

ぜ
、
家
庭
菜
園
の
肥
料
に
す
る

の
も
減
量
化
で
あ
る
。
こ
れ
を

自
治
会
単
位
で
取
り
組
み
、
農

地
に
還
元
し
、
特
産
野
菜
の
栽

培
を
ど
こ
か
の
自
治
会
で
モ
デ

ル
的
に
取
り
組
み
実
証
で
き
れ

ば
大
い
に
期
待
で
き
る
の
で
、

取
り
組
み
自
治
会
に
対
し
て
何

ら
か
の
方
法
で
支
援
を
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
、
特
産
野
菜
の
付
加
価
値
に

つ
い
て
は
農
協
と
の
協
議
が
必

要
で
あ
る
。

　
　
　

８
月
３０
日
未
明
水
門
か

ら
流
入
し
た
海
水
で
、
農
地
や

施
設
、
収
穫
前
の
農
作
物
に
多

大
な
被
害
が
あ
る
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
る
が
被
害
の
状
況
と
実

態
は
ど
う
か
。
ま
た
、
海
水
排

水
緊
急
対
策
お
よ
び
塩
害
復
旧

は
、
三
豊
干
拓
土
地
改
良
区
を

は
じ
め
関
係
機
関
も
必
死
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
思
う
が
、
そ

の
取
り
組
み
内
容
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
事
故
は

農
家
の
生
産
意
欲
を
著
し
く
削

ぐ
も
の
で
あ
り
二
度
と
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。
再
発
防
止
対
策

に
万
全
を
期
す
と
思
う
が
そ
の

方
策
を
伺
う
。

　
　
　

収
穫
期
に
あ
る
水
稲
、

露
地
野
菜
、
施
設
野
菜
、
ハ
ウ

ス
野
菜
の
農
業
用
施
設
に
甚
大

な
被
害
を
受
け
、
農
作
物
の
被

害
だ
け
で
推
定
６
千
７
０
０
万

円
の
被
害
が
発
生
し
た
。

　

今
後
の
取
り
組
み
は
、
土
壌

の
塩
分
濃
度
を
下
げ
る
た
め
の

対
策
、
野
菜
の
作
付
け
計
画
の

見
直
し
な
ど
の
指
導
を
行
う
と

と
も
に
、
再
発
防
止
に
向
け
て

諸
問
題
を
十
分
検
討
し
て
県
お

よ
び
関
係
機
関
に
要
望
し
て
い

く
。

　

ま
た
、
流
入
し
た
翌
日
、
緊

急
対
策
の
障
害
に
な
る
の
で
農

道
に
散
乱
し
た
稲
わ
ら
を
市
職

員
に
お
い
て
除
去
し
た
。

　
　
　

２
０
０
７
日
本
学
生
ト

ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
選
手
権
大
会
が

開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
た
く
さ

ん
の
若
者
が
参
加
し
、
本
市
で

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

来
年
も
本
大
会
の
誘
致
が
決
定

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
来
年
に
向

け
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の

か
お
聞
き
す
る
。

　
　
　

去
る
８
月
２６
日
に
開
催

さ
れ
た
同
大
会
に
、
ご
協
力
い

た
だ
い
た
団
体
や
企
業
、
ま
た
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
感

謝
し
て
い
る
。

　

本
市
に
と
っ
て
ト

ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
の
開

催
は
未
経
験
で
あ
り
、

反
省
点
も
多
々
あ
る

と
思
う
。
来
年
に
向

け
て
関
係
者
や
今
回

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
参
加
い
た
だ
い
た

方
々
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
来
年
の
大
会

は
、
よ
り
充
実
し
た

大
会
に
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

1213

9
月
定
例
会
の
主
な
内
容

市
議
会
だ
よ
り

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

一
般
質
問

答
弁

答
弁

答
弁

9
月
定
例
会
の
主
な
内
容

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

一
般
質
問

個
人
質
問

大
平
直
昭

質
問

質
問

情
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

藤
田
芳
種

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

一
般
廃
棄
物
に
つ
い
て
　

森
谷
政
義

三
豊
干
拓
海
水
流
入
冠
水

被
害
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

財
政
に
つ
い
て

社
会
民
主
党

篠
原
重
寿

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

井
下
尊
義

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
に
つ
い
て

質
問

大
久
保
　
敏

原
　
俊
博

学
童
保
育
に
つ
い
て

質
問

▲山田ふれあい緑地



　
　
　

五
郷
山
部
分
林
組
合
は
、

市
町
合
併
に
よ
り
組
合
を
解
散

し
、
本
市
に
引
き
継
が
れ
た
が
、

現
況
と
今
後
の
森
林
経
営
を
ど

の
よ
う
に
す
る
計
画
か
、
お
伺

い
す
る
。
こ
の
部
分
林
は
、
先

人
が
苦
労
し
て
育
て
た
貴
重
な

財
産
で
あ
る
。
木
材
の
生
産
以

外
に
、
洪
水
調
整
や
地
す
べ
り

防
止
、
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
に

よ
る
地
球
温
暖
化
抑
制
効
果
な

ど
自
然
環
境
保
護
に
大
変
貢
献

し
て
い
る
。
厳
し
い
市
財
政
の

中
で
は
あ
る
が
、
計
画
的
な
管

理
を
す
る
こ
と
が
最
も
大
切
で

あ
る
と
思
う
。
ど
の
よ
う
な
考

え
か
お
伺
い
す
る
。

　
　
　

明
治
２０
年
１６
カ
村
に
よ

り
部
分
林
組
合
が
設
立
さ
れ
、

大
正
２
年
ま
で
に
植
林
を
終
え

た
。
第
１
回
皆
伐
が
昭
和
４２
年

に
終
わ
り
、
第
２
回
の
植
林
を

昭
和
２７
年
か
ら
２０
年
か
け
て
実

施
し
、
現
在
保
育
期
で
あ
る
。

　

国
と
の
契
約
面
積
は
１
、０
９

６
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
分
収
割
合
は

国
が
２
割
、
市
が
８
割
で
あ
る
。

樹
種
別
植
栽
面
積
は
、
杉
８０
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
ひ
の
き
５
９
４
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
松
３
８
７
ヘ
ク
タ

ー
ル
で
あ
る
。
山
林
が
持
つ
多

面
的
機
能
と
、
生
活
環
境
を
保

全
す
る
た
め
森
林
を
適
切
に
維

持
管
理
す
る
こ
と
が
、
重
要
な

地
域
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　

自
治
会
要
望
は
、
各
自

治
会
よ
り
提
出
さ
れ
て
い
る
。

要
望
事
項
と
し
て
道
路
修
繕
や

交
通
安
全
対
策
（
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
・
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
）
な
ど
が

多
く
要
望
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。

　

要
望
事
項
の
処
理
状
況
は
、

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か

伺
う
。

　
　
　

各
自
治
会
協
議
会
で
単

位
自
治
会
か
ら
の
要
望
事
項
を

精
査
し
な
が
ら
要
望
を
検
討
し
、

ま
と
め
て
い
る
。

　

急
を
要
す
る
も
の
は
、
各
自

治
会
長
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら

要
望
事
項
の
処
理
を
進
め
て
い

る
。
ま
た
、
処
理
状
況
は
、
自

治
会
総
会
で
結
果
と
途
中
経
過

を
報
告
し
て
い
る
。

　
　
　

先
日
も
、
高
齢
者
の
つ

め
を
は
が
し
た
看
護
師
が
逮
捕

さ
れ
、
ま
た
、
介
護
士
の
性
的

侮
辱
発
言
が
あ
っ
た
り
、
介
護

士
が
床
に
落
と
し
て
８９
歳
の
女

性
が
お
ぼ
れ
て
死
亡
し
た
り
し

て
い
る
。
高
齢
者
虐
待
の
防
止
、

高
齢
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支

援
等
に
関
す
る
法
律
が
、
平
成

１８
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
、
市
内
で
の

虐
待
行
為
の
事
実
や
通
報
が
あ

っ
た
の
か
ど
う
か
伺
う
。

　

ま
た
、
あ
っ
た
と
す
れ
ば
ど

の
よ
う
に
解
決
し
た
の
か
、
高

齢
者
虐
待
の
実
態
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　
　

市
の
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
で
受
理
し
た
家
庭
内
で

の
高
齢
者
虐
待
の
通
報
ま
た
は

相
談
は
９
件
。
虐
待
さ
れ
た
と

思
わ
れ
る
高
齢
者
は
、
男
性
が

２
人
、
女
性
が
７
人
で
あ
っ
た
。

う
ち
４
人
の
女
性
は
、
実
際
に

虐
待
さ
れ
た
事
実
を
確
認
し
て

い
る
。
虐
待
の
種
類
は
、
暴
力

に
よ
る
身
体
的
虐
待
が
３
人
、

介
護
や
世
話
の
放
棄
に
よ
る
虐

待
が
１
人
で
あ
り
、
虐
待
者
は

同
居
家
族
で
あ
っ
た
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
通
報
・
相
談
が
あ
れ
ば
虐

待
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
の
安
全

を
確
認
す
る

た
め
、
保
健

師
や
社
会
福

祉
士
が
訪
問

す
る
。

　
　
　

観
音
寺
港
は
、
台
風
な

ど
の
接
近
時
に
は
避
難
船
で
い

っ
ぱ
い
に
な
る
。
港
内
に
お
い

て
は
、
高
潮
や
津
波
等
の
自
然

災
害
予
防
対
策
と
し
て
、
緊
急

時
に
、
で
き
る
だ
け
速
く
港
な

ど
安
全
水
域
へ
退
避
で
き
る
係

留
方
法
が
要
求
さ
れ
る
。

　

本
市
の
「
定
期
船
ニ
ュ
ー
い

ぶ
き
」
に
い
た
っ
て
は
、
南
風

が
強
く
な
る
と
自
力
で
の
離
岸

す
ら
不
能
と
な
る
。
こ
の
よ
う

な
港
内
事
情
か
ら
船
舶
係
留
施

設
が
不
足
し
て
い
る
と
思
う
。

防
災
的
見
地
か
ら
県
に
、
施
設

整
備
の
検
討
を
要
請
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

観
音
寺
港
は
、
香
川
県

が
管
理
す
る
地
方
港
湾
で
あ
る
。

当
港
は
、
潮
汐
の
干
満
の
差
が

大
き
く
、
漁
船
な
ど
の
小
型
船

の
係
留
に
支
障
を
来
た
し
て
い

る
の
で
、
県
は
港
湾
機
能
の
充

実
を
図
る
た
め
、
浮
体
式
係
留

施
設
の
整
備
を
行
っ
て
い
る
。

既
に
観
音
寺
漁
協
前
に
２
基
が

整
備
済
み
で
あ
り
、
ま
た
今
年

度
、
伊
吹
漁
協
煮
干
集
出
荷
場

前
で
２
基
着
手
し
、
平
成
２１
年

度
の
完
成
予
定
で
あ
る
。「
定
期

船
ニ
ュ
ー
い
ぶ
き
」
の
係
留
施

設
も
県
で
計
画
を
検
討
中
で
、

観
音
寺
漁
協
や
伊
吹
漁
協
な
ど

港
内
を
利
用
す
る
関
係
者
と
の

協
議
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も

県
に
対
し
、
当
港
の
港
湾
機
能

の
充
実
を
含
め
た
係
留
施
設
の

整
備
を
要
望
し
て
い
き
た
い
。
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9
月
定
例
会
の
主
な
内
容

市
議
会
だ
よ
り

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

一
般
質
問

9
月
定
例
会
の
主
な
内
容

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

一
般
質
問

安
藤
清
高

自
治
会
要
望
に
つ
い
て

質
問

黒
川
健
太
郎

高
齢
者
虐
待
の
防
止
に

つ
い
て

質
問

高
橋
照
雄

防
災
に
つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

認定（反対２名）

認　　定

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

承　　認

原案可決

〃

〃

〃

〃

〃

原案可決（反対５名）

〃

〃

原案可決（反対４名）

原案可決

〃

〃

〃

〃

継続審査

平成１８年度観音寺市一般会計歳入歳出決算認定について

平成１８年度観音寺市競輪事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成１８年度観音寺市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成１８年度観音寺市国民健康保険伊吹診療所特別会計歳入歳出決算認定について

平成１８年度観音寺市老人保健事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成１８年度観音寺市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成１８年度観音寺市介護予防サービス事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成１８年度観音寺市航路事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成１８年度観音寺市豊田財産区特別会計歳入歳出決算認定について

平成１８年度観音寺市粟井財産区特別会計歳入歳出決算認定について

平成１８年度観音寺市一ノ谷財産区特別会計歳入歳出決算認定について

平成１８年度観音寺市粟井坂瀬山林特別会計歳入歳出決算認定について

平成１８年度観音寺市田野々地区簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成１８年度観音寺市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成１８年度観音寺市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成１８年度観音寺市健康交流施設「おおのはら」管理運営事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成１８年度観音寺市産業団地造成事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成１８年度観音寺市水道事業会計決算認定について

専決処分の承認について（平成１９年度観音寺市一般会計補正予算（第２号））

観音寺市長の資産等の公開に関する条例の一部改正について

観音寺市個人情報の保護に関する条例の一部改正について

観音寺市長等の給与及び旅費に関する条例の一部改正について

観音寺市長等の退職手当に関する条例の一部改正について

観音寺市職員の退職手当に関する条例の一部改正について

観音寺市税条例の一部改正について

健康交流施設「おおのはら」条例の一部改正について

観音寺市下水道条例の一部改正について

町の区域及び名称の変更について

平成１９年度観音寺市一般会計補正予算（第３号）

平成１９年度観音寺市競輪事業特別会計補正予算（第２号）

平成１９年度観音寺市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

平成１９年度観音寺市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

平成１９年 第６回観音寺市議会定例会は１２月の予定です。本会議はだれでも傍聴できます。

議　　　　案　　　　名 審議結果

審 議 し た 議 案 等 と そ の 結 果

※市長提出議案

議会だより編集委員会
皆さんのご意見・ご感想をお聞かせください。

委　員　長

副委員 長

委　　　員

黒　川　健太郎

高　橋　照　雄

篠　原　重　寿

◆

◆

◆

委　　　員

　　〃

　　〃

石　山　秀　和

井　上　浩　司

大　平　直　昭　

◆

◆

◆

平成１９年度観音寺市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）

平成１９年度観音寺市産業団地造成事業特別会計補正予算（第２号）

品目横断的経営安定対策の見直しと、多様な担い手の育成を求める請願

※請願・陳情

佐
伯
芳
信

五
郷
山
部
分
林
の
現
況
と

今
後
の
森
林
経
営
に
つ
い
て

質
問
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み
と
よ
お
さ
か
な
市
2
0
0
7

ｅ
―

と
ぴ
あ
・
か
が
わ

「
出
張
体
験
パ
ソ
コ
ン
講
座
」

見
に
来
て
ね
!!

観
音
寺
市
小
・
中
学
校

　

教
育
文
化
祭
展
覧
会

今
日
か
ら
始
め
る

　

わ
が
家
の
耐
震
対
策

観
音
寺
市
国
際
交
流
協
会

 
 
お
国
自
慢
料
理
大
会

第
１０
回
も
み
じ
祭
り

廃
品
回
収
予
定

シ
ス
テ
ム
統
一

一
周
年
記
念
読
書
講
演
会

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

獲
れ
た
て
、
み
と
よ
の

　
お
さ
か
な
た
ち
の
大
集
合
！

　

農
林
水
産
課
水
産
係

　
　
　
　
　

☎
23
―

３
９
３
１

　

多
数
の
催
し
物
が
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

11
月
３
日
（
祝
）
／
午
前
８
時

　

〜
正
午
ご
ろ

　

伊
吹
魚
市
場

　

展
示
即
売　

活
魚
・
鮮
魚
、

　

ハ
マ
チ
の
フ
ィ
ー
レ
・
水
産

　

加
工
品
（
て
ん
ぷ
ら
、
イ
リ

　

コ
な
ど
）
／
飲
食
コ
ー
ナ
ー

　

う
ど
ん
、
す
し
な
ど
／
秋
の

　

収
穫
祭
コ
ー
ナ
ー　

野
菜
、

　

果
物
、
生
花
、
み
そ
、
卵
な

　

ど
／
地
元
魚
の
さ
ば
き
方
コ

　

ー
ナ
ー　

魚
の
皮
の
さ
ば
き

　

方
な
ど
／
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　

コ
ー
ナ
ー　

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、

　

も
ち
投
げ

　

12
月
６
日
（
木
）
／
午
後
１
時

　

30
分
〜
午
後
３
時

　

中
央
図
書
館
２
階
会
議
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　

初
級
講

　

座
「
カ
レ
ン
ダ
ー
を
つ
く
ろ

　

う
」

　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
で

　

き
る
人

　

先
着
20
人

　

２
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

　

11
月
30
日
（
金
）
ま
で

　

生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
23
―

３
９
４
３

　
　
　
　

　
　

23
―

３
９
６
５

Ｅ
メ
ー
ル

　

学
校
教
育
課

　
　
　
　
　

☎
23
―

３
９
３
８

　

観
音
寺
市
小
・
中
学
校
教
育

文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ

ん
で
誘
い
合
わ
せ
て
、
ぜ
ひ
来

て
く
だ
さ
い
。

　

12
月
１
日
（
土
）
・
２
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

中
央
図
書
館
多
目
的
ホ
ー
ル

　

小
学
校
（
書
写
、
図
画
工
作
、

　

家
庭
科
）
／
中
学
校
（
書
写
、

　

美
術
、
家
庭
科
）

 

　

以
前
、
ア
ル
バ
ニ
ア
や
ア
フ

リ
カ
料
理
な
ど
に
も
挑
戦
。
料

理
は
食
材
を
切
る
と
こ
ろ
か
ら

始
め
る
の
で
、
レ
シ
ピ
を
控
え

て
帰
れ
ば
、
家
庭
で
も
異
国
の

味
が
楽
し
め
ま
す
。

　

た
だ
珍
し
い
と
い
う
だ
け
で

は
な
く
、
い
ま
ま
で
食
べ
た
こ

と
の
あ
る
国
の
料
理
で
も
、
専

門
店
と
は
一
味
違
っ
た
、
そ
の

人
の
家
庭
の
味
が
味
わ
え
、
隠

し
味
を
教
え
て
も
ら
え
る
の
も

楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
こ
と
し

は
、
ど
ん
な
料
理
に
出
会
え
る

の
で
し
ょ
う
か
？

　

１１
月
１８
日
（
日
）
／
午
前
９
時
〜

　

豊
浜
福
祉
会
館

　

中
国
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ン
ド

　

ネ
シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
タ

　

イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
パ
キ
ス
タ

　

ン
料
理

　

エ
プ
ロ
ン

　

１
、
０
０
０
円

　
　

秘
書
課
広
聴
広
報
係

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
１
５

　

法
泉
寺
本
堂
前
の
も
み
じ
は
、

樹
齢
２
０
０
年
に
近
く
、
一
本

の
樹
か
ら
真
っ
赤
、
朱
色
、
黄

色
と
枝
変
わ
り
す
る
三
色
も
み

じ
と
し
て
有
名
で
す
。
境
内
に

は
約
２０
本
の
も
み
じ
。
山
里
に

ひ
と
き
わ
鮮
や
か
に
彩
ら
れ
る

も
み
じ
は
田
野
々
な
ら
で
は
の

絵
巻
物
で
す
。

　

１１
月
１８
日
（
日
）
／
午
前
９
時

　

〜
午
後
４
時

　

開
会
式　

午
前
９
時
〜

　

琴
の
調
べ　

午
前
１１
時
〜
正

　

午
／
午
後
２
時
〜
午
後
３
時

　

催
し
物　

お
茶
会
、
絵
手
紙

　

展
、
押
し
花
の
展
示
即
売
、

　

地
元
農
産
物
、
木
工
製
品
の

　

販
売
、
バ
ザ
ー
（
う
ど
ん
、

　

す
し
な
ど
）
、
も
み
じ
祭
り
ま

　

ん
じ
ゅ
う
の
販
売

　

１１
月
１８
日
（
日
）

　

柞
田
小
学
校
、
観
音
寺
中
学

　

校

　

元
練
習
帆
船
「
日
本
丸
」
船

長
橋
本
進
さ
ん
（
香
川
県
出
身
）

の
講
演
が
あ
り
ま
す
。

　

１１
月
１０
日
（
土
）
／
午
後
１
時

　

３０
分
〜

　

中
央
図
書
館
２
階
多
目
的
ホ

　

ー
ル

　

１１
月
３
日
（
祝
）
ま
で

　

演
題
『
私
と
読
書
』
―
歴
史

　

の
お
も
し
ろ
さ
、
あ
れ
こ
れ
―

　
　

申
込
書
（
各
図
書
館
で
受

　

付
）
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で

　

中
央
図
書
館
に
申
し
込
み
。

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
６
０

　
　
　
　
　

　

２３
―

３
９
６
１

Ｅ
メ
ー
ル

　

「
コ
ー
プ
か
が
わ
」
か
ら
「
コ

ー
プ
か
が
わ
環
境
保
全
基
金

（
エ
コ
基
金
）
」
を
寄
付
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
山
田
児
童
公

園
に
桜
の
木
を
植
樹
し
、
緑
化

に
よ
る
環
境
保
全
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

企
画
課
危
機
管
理
係

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
１
７

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

住
宅
の
全
半
壊
を
免
れ
て
も
、

全
体
の
約
６
割
の
部
屋
で
家
具

が
散
乱
し
ま
し
た
。
こ
の
家
具

の
下
敷
き
に
な
り
亡
く
な
っ
た

人
も
多
く
、
け
が
を
し
た
り
、

避
難
す
る
先
を
ふ
さ
が
れ
て
し

ま
っ
た
り
し
た
例
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ

う
に
、
事
前
に
家
具
の
転
倒
防

止
対
策
を
し
て
お
く
こ
と
は
大

変
重
要
で
す
。
い
ざ
と
い
う
と

き
に
備
え
、
次
の
よ
う
な
対
策

を
と
り
ま
し
ょ
う
。

①
じ
ゅ
う
た
ん
や
畳
に
は
、
背

　

の
高
い
家
具
を
置
か
な
い
。

②
前
の
め
り
よ
り
も
、
後
ろ
も

　

た
れ
気
味
に
置
く
。

③
家
具
の
上
に
危
険
物
を
置
か

　

な
い
。

④
耐
震
金
具
を
使
用
す
る
。

⑤
金
具
は
正
し
く
取
り
付
け
る
。

sh
o
u
g
ak
u
@
city
.k
an
o
n
ji.lg
.jp
/

F

M
ic
ro
s
o
ft E
x
c
e
l

時所

内持時

時所受内申

問

時所 内 料申

問

水道事業の公表Ⅰ
平成１８年度決算

平成18年度収支状況

・固定資産

・流動資産

資　産　合　計

貸 借 対 照 表

主な建設改良工事

　新設改良事業として、国

道１１号、県道黒渕本大線、

県道丸亀詫間豊浜線などに

配水管を布設し、公共下水

道事業に伴う配水管の移設

工事をしました。また、水

道水源自動監視設備整備事

業の通信設備設置工事も実

施しています。

資

産

の

部

負

債

の

部

資

本

の

部

・固定負債

・流動負債

負　債　合　計

・資本金

・剰余金

負　債　資　本　合　計

給水収益

収入

支出

受水費 薬品費 動力費

物件費

減価償却費

人件費

その他支払利息

資産減耗費

受託工事収益 分担金・その他

琴弾公園

財田川

伊吹丸船着場

一の谷川

JR観音寺

競輪場

観音寺港

駐
車
場

みとよおさかな市会場（伊吹魚市場）

：

：

：

：

：

傷を付けずに設置することができますが、天井がしっかりし

ていないと危険です。天井とのすき間が広いときや奥行きの

ない家具だと効果が期待できない場合もあります。

ガラスや食器が壊れ、散乱すると負

傷したり、避難の障害になったりし

ますので対策をしましょう。

最上部だけを固

定しても揺れる

とずれてしまい

転倒する危険が

あります。

ひもまたはチ

ェーンで器具

をしっかりと

めて、揺れて

も天井にぶつ

からないよう

にしましょう。

家具はできるだ

け垂直に置き、

家具の下をわず

かに前方に出し、

上を壁につける

ように底面に厚

紙などを差し込

むと効果があり

ます。

内 所 時

時所内対数料受申時所内

市 役 所 か ら の お 知 ら せ
時 ＝日時 所 ＝場所 講 ＝講師 内 ＝内容 対 ＝対象 数 ＝募集人数 持 ＝持参物 種 ＝種目 料 ＝参加費用 受 ＝受付期間 主 ＝主催 申 ＝申込方法・申込先 問 ＝問合先



��　

商
工
観
光
課
商
工
係

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
３
３�

相
談
事
例
１

　

業
者
に
「
消
火
器
の
点
検
に

来
ま
し
た
」
と
言
わ
れ
「
消
火

器
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
言
う
と

「
一
家
に
１
本
は
必
ず
設
置
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
高
額

な
消
火
器
を
購
入
さ
せ
ら
れ
た
。

相
談
事
例
２

　

消
防
署
か
ら
来
た
人
だ
と
思

い
、
消
火
器
の
点
検
と
中
身
の

交
換
を
し
て
も
ら
っ
た
。
い
つ

も
よ
り
高
額
な
請
求
だ
と
感
じ

た
が
、
す
ぐ
に
支
払
っ
た
。
そ

の
後
、
消
防
署
の
人
で
は
な
い

こ
と
が
分
か
っ
た
。

ア
ド
バ
イ
ス

　

①
一
般
家
庭
の
消
火
器
設
置

　
　

は
、
義
務
付
け
ら
れ
て
い

　
　

ま
せ
ん
。

　

②
消
防
署
や
消
防
協
会
な
ど

　
　

を
語
る
業
者
も
あ
り
ま
す

　
　

が
、
こ
の
よ
う
な
公
的
機

　
　

関
で
は
、
消
火
器
の
販
売

　
　

は
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

③
消
火
器
の
交
換
は
、
容
器

　
　

が
８
年
、
中
身
は
５
年
が

　
　

目
安
で
す
。

　
　
＊
消
火
器
の
保
存
状
態
で
、
多
少

　
　

変
わ
り
ま
す
。

　

④
消
火
器
を
購
入
し
た
り
、

　
　

詰
め
替
え
を
し
て
し
ま
っ

　
　

た
り
し
た
後
で
も
、
８
日

　
　

以
内
な
ら
、
ク
ー
リ
ン
グ

　
　

・
オ
フ
（
無
条
件
解
約
）

　
　

が
適
用
に
な
り
ま
す
。

　　

契
約
は
、
本
当
に
必
要
か
ど

う
か
、
ま
た
金
額
を
確
か
め
る

な
ど
、
い
ま
一
度
考
え
ま
し
ょ

う
。�

問
い
合
わ
せ
・
相
談
先�

　

西
讃
県
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
２３
―

５
１
３
５

�　

１２
月
２
日
（
日
）
／
午
前
９
時

　

３０
分
〜
正
午

　

観
音
寺
中
央
高
等
学
校
食
物

　

実
習
室

　

食
物
科
講
師　

石
川
弘
先
生

　

お
節
料
理

　

２５
人

　

エ
プ
ロ
ン
・
ハ
ン
ド
タ
オ
ル

　

無
料

　

１１
月
５
日
（
月
）
か
ら
定
員
に 

 

な
り
次
第
締
め
切
り
。

　
　

農
林
水
産
課

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
３
１

1819

市 役 所 か ら の お 知 ら せ
時 ＝日時 所 ＝場所 講 ＝講師 内 ＝内容 対 ＝対象 数 ＝募集人数 持 ＝持参物 種 ＝種目 料 ＝参加費用 受 ＝受付期間 主 ＝主催 申 ＝申込方法・申込先 問 ＝問合先

時所料 内数受申 お
魚
料
理
教
室
参
加
者
募
集

さ
ぬ
き
映
画
祭
２
０
０
７

プ
ロ
野
球
Ｏ
Ｂ
の
野
球
教
室

野
焼
き
は
で
き
ま
せ
ん
！

銭
形
く
ん
秋
ま
つ
り

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る

　
標
語
・
川
柳
優
秀
作
品

申時

時

所

所

時所

特
派
員

特
派
員

ち
ょ
う
さ
さ
し
上
げ

　

祭
り
ま
で
待
て
な
い
！
と
豊
浜
町

ち
ょ
う
さ
会
館
で
「
ち
ょ
う
さ
の
さ

し
上
げ
」
が
９
月
１７
日
（
祝
）
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
１０
月
１２
日
（
金
）
か
ら
始

ま
る
ち
ょ
う
さ
祭
り
が
、
盛
大
に
行

わ
れ
ま
す
よ
う
に
と
願
い
を
込
め
て

力
い
っ
ぱ
い
の
「
さ
し
上
げ
」
で
し

た
。
ま
た
、
館
内
で
は
１０
月
２
日

（
火
）
ま
で
「
手
作
り
祭
り
人
形
展
」

も
開
催
さ
れ
、
和
紙
人
形
の
細
や
か

な
美
し
さ
に
目
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。

昭
和
初
期
か
ら
の
懐
か
し
い
祭
り
の

写
真
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　

ま
ち
か
ど
特
派
員　

合
田
博
子

 

常
磐
幼
稚
園
横
の
畑
に
コ
ス
モ
ス

が
鮮
や
か
に
咲
き
誇
っ
て
い
ま
す
。

ピ
ン
ク
や
白
、
赤
の
ビ
ー
ズ
を
ち
り

ば
め
た
よ
う
な
か
れ
ん
な
花
々
が
秋

風
に
揺
れ
て
、
通
園
、
通
学
の
子
ど

も
た
ち
や
信
号
待
ち
の
車
内
の
人
々

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
畑
は
、
植
田
町
中
内
・
下
子
ど

も
会
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
っ
て
夏
休

み
に
種
ま
き
さ
れ
、
暑
さ
の
残
る
９

月
の
初
め
か
ら
花
を
つ
け
始
め
ま
し

た
。
こ
の
道
路
沿
い
に
は
『
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
よ
う
緑
の
町
並
み
づ
く

り
』
を
行
う
「
植
田
水
土
里
の
会
」

な
ど
に
よ
る
花
畑
が
数
カ
所
あ
り
、

見
る
人
の
心
を
和
ま
せ
て
い
ま
す
。

　
　

ま
ち
か
ど
特
派
員　

片
山
園
美

満
開
の
コ
ス
モ
ス
畑

ま

ち

か

ど

内料

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

消
火
器
の
訪
問
販
売
に

　
　
　
気
を
付
け
て
！

問

講持

１１月の合併地域振興事業
下記の事業は、１１月に実施される事業です。市民の皆さんのアイデアで地域への愛着が
深まり、協働のまちづくり意識の高揚につながればと考えています。

古民家めぐりｄｅ

ぐる～り観音寺

地域交流�

子供武者行列

みんながのびのび�

くらせる�

まちづくりの集い

事　業　名 問　合　先事　業　内　容

*一部内容が変更になることがあります。

　

市
民
会
館

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
３
９

　

「
さ
ぬ
き
映
画
祭
２
０
０
７
」

を
開
催
し
ま
す
。
映
画
「
眉
山
」

と
昨
年
の
さ
ぬ
き
映
画
祭
の
優

秀
企
画
作
品
（
観
音
寺
市
な
ど

ロ
ケ
）
２
本
を
上
映
し
ま
す
。�

　

１１
月
１７
日
（
土
）

　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

眉
山

時
間　

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

出
演　

松
嶋
菜
々
子
、
大
沢
た

　

か
お
、
宮
本
信
子
ほ
か

内
容　

咲
子
は
、
故
郷
の
徳
島 

 

で
一
人
暮
ら
す
母
が
末
期
が 

　

ん
だ
と
知
ら
さ
れ
る
。
母
に

　

寂
し
さ
と
わ
だ
か
ま
り
を
抱

　

え
て
き
た
咲
子
だ
が
、
看
病

　

す
る
中
で
今
ま
で
知
る
こ
と

　

の
な
か
っ
た
母
の
人
生
を
知

　

っ
て
い
く
。

料
金　

一
般
（
大
学
生
以
上
）
／

　

前
売
１
、
０
０
０
円
（
当
日

　

１
、
３
０
０
円
）

　

学
生
な
ど
／
前
売
５
０
０
円

　

（
当
日
８
０
０
円
）

優
秀
企
画
作
品

キ
ャ
ン
パ
ス

時
間　

午
後
３
時
１５
分
〜
午
後

　

４
時
５
分

夕
凪
に
こ
だ
ま
す
る

時
間　

午
後
４
時
５
分
〜
午
後

　

４
時
５５
分

＊
優
秀
企
画
の
２
作
品
は
無
料
。

　

前
売
り
券
は
、
市
民
会
館
で

　

１１
月
１６
日
（
金
）
ま
で
発
売

　

（
火
曜
日
を
除
く
）

　

都
市
整
備
課
公
園
緑
地
係

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
１
８

　

昔
、
よ
く
お
父
さ
ん
と
キ
ャ

ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
た
記
憶
は
な

い
で
す
か
？
懐
か
し
い
体
験
を

今
度
は
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
し

て
み
ま
し
ょ
う
！

　

香
川
オ
リ
ー
ブ
ガ
イ
ナ
ー
ズ

監
督
（
元
広
島
カ
ー
プ
）
西
田

氏
と
ガ
イ
ナ
ー
ズ
選
手
６
人
が

講
師
の
予
定
で
す
。

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
だ

れ
で
も
参
加
自
由
で
す
。�

　

１１
月
１０
日
（
土
）
／
午
前
９
時

　

〜
正
午

＊
交
流
戦
の
関
係
で
日
程
変
更
の
可

　

能
性
が
有
り
ま
す
。

　

大
野
原
萩
の
丘
公
園
多
目
的

　

広
場

＊
雨
天
時
、
萩
の
丘
公
園
事
務
所
２
階

�

�　

生
活
環
境
課
環
境
保
全
係

　
　
　
　
　

☎
２５
―

２
６
９
８

　

「
田
畑
や
空
き
地
で
ご
み
を

燃
や
し
て
い
て
、
そ
の
臭
い
に

困
っ
て
い
る
」「
焼
却
炉
の
煙
に

迷
惑
し
て
い
る
」
と
い
っ
た
野

外
焼
却
（
野
焼
き
）
の
苦
情
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

野
焼
き
は
、
悪
臭
や
煙
に
よ

る
近
所
同
士
の
ト
ラ
ブ
ル
に
な

る
だ
け
で
は
な
く
、
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
な
ど
の
有
害
物
質
を
発

生
さ
せ
、
健
康
面
に
も
よ
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　

家
庭
や
事
業
所
か
ら
出
た
ご

み
の
焼
却
や
野
焼
き
は
、
法
律

で
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

（
違
反
者
に
は
罰
則
、
罰
金
有

り
）
農
林
漁
業
を
営
む
た
め
に

や
む
を
得
ず
行
う
廃
棄
物
の
焼

却
や
風
俗
慣
習
上
、
宗
教
上
の

行
事
を
行
う
た
め
に
必
要
な
廃

棄
物
の
焼
却
な
ど
が
例
外
的
に

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

野
外
焼
却
は
せ
ず
に
、
可
燃

ご
み
と
同
じ
処
理
を
す
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

競
輪
事
業
局

　
　
　
　
　

☎
２５
―

１
７
１
１

　

秋
の
一
日
を
競
輪
場
で
楽
し

ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　

物
産
市
や
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、

抽
選
会
な
ど
、
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
！！
当
日
は
、

香
川
県
高
校
新
人
戦
（
自
転
車

競
技
）
も
行
わ
れ
、
自
転
車
競

技
の
だ
い
ご
味
も
堪
能
で
き
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
１１
月
中
旬
の
新

聞
折
り
込
み
チ
ラ
シ
を
見
て
く

だ
さ
い
。

　

１１
月
１８
日
（
日
）
／
午
前
９
時

　

３０
分
〜
午
後
３
時
３０
分

　

観
音
寺
競
輪
場

　

競
輪
初
心
者
講
座
、
銭
形
く

　

ん
フ
ワ
フ
ワ
ド
ー
ム
、
自
転

　

車
な
ど
が
当
た
る
抽
選
会
、

　

物
産
市
（
出
来
立
て
の
か
ま

　

ぼ
こ
・
か
に
・
し
ゃ
こ
・
い

　

り
こ
・
果
物
な
ど
）

　

入
場
無
料

　

あ
な
た
は
買
い
物
を
す
る
と

き
、
マ
イ
バ
ッ
ク
や
風
呂
敷
を

利
用
し
て
い
ま
す
か
。
ご
み
削

減
の
た
め
に
、
身
近
な
こ
と
、

自
分
に
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め

て
く
だ
さ
い
。

夕
方
に　

早
め
の
ラ
イ
ト　

点

け
よ
う
よ

　
　

大
野
原
中
２
年　

高
井
希
さ
ん

守
ろ
う
よ　

ひ
と
り
ひ
と
り
の

心
の
注
意

　

大
野
原
小
６
年　

岡
田
有
加
さ
ん

確
か
め
よ
う　

み
ん
な
で
い
っ

し
ょ
に　

右
左

　

大
野
原
小
６
年　

白
川
桃
子
さ
ん

急
い
で
い
て
も　

必
ず
止
ま
っ

て　

右
左

　
　

萩
原
小
６
年　

中
野
僚
太
さ
ん

危
な
い
よ　

注
意
の
言
葉　

か

け
よ
う
よ

　

紀
伊
小
６
年　

安
藤
明
日
香
さ
ん

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア�

　

１０
月
２
日
（
火
）
、
三
観
ビ
ル

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
の
会
員
約

３０
人
が
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン

プ
場
の
ト
イ
レ
な
ど
、
市
内
に

あ
る
公
衆
ト
イ
レ
（
２０
カ
所
）

の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
。

プ
ロ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た

作
業
で
ど
の
ト
イ
レ
も
隅
々
ま

で
奇
麗
に
な
り
ま
し
た
。

み
ん
な
で
減
ら
そ
う

　
　
　
　
　
　
　

ご
み

び

ざ
ん

ゆ
う
な
ぎ



　

高
屋
の
自
然
や
燧
灘
の
眺
め

を
楽
し
み
な
が
ら
、
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
で
健
康
づ
く
り
を
し
ま
し

ょ
う
。
歩
き
や
す
い
服
装
や
靴

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

１１
月
９
日
（
金
）
／
午
前
９
時

（
集
合
）
〜
正
午

＊
雨
天
時
は
中
止
に
な
る
こ
と
が
あ

　

り
ま
す
。

　

高
室
公
民
館

＊
車
は
、
で
き
る
だ
け
乗
り
合
わ
せ

　

て
く
だ
さ
い
。

　

ふ
る
里
探
検
隊
の
冊
子
／
水

　

分
補
給
の
た
め
の
お
茶
な
ど

＊
冊
子
を
持
っ
て
な
い
人
は
当
日
配

　

付
し
ま
す
。

　

１１
月
６
日
（
火
）
ま
で

　
　

保
健
セ
ン
タ
ー

☎
２３
―

３

　

９
６
４
／
大
野
原
支
所
福
祉

　

保
健
課

☎
５４
―

５
７
０
６
／

　

豊
浜
支
所
福
祉
保
健
課
☎
５２

　
　

―

１
２
０
４

　

１１
月
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種
が
始
ま
り
ま
す
。

対
象
者
に
通
知
し
ま
す
の
で
、

接
種
を
希
望
す
る
人
は
受
け
て

く
だ
さ
い
。

　

１１
月
１
日
（
木
）
〜
１２
月
３１
日
（
月
）

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　

実
施
医
療
機
関
の
ポ
ス
タ
ー

　

を
掲
示
し
て
い
る
市
内
の
医

　

療
機
関

　

昭
和
１７
年
１１
月
３０
日
以
前
に

　

生
ま
れ
た
人

　

１
、
０
０
０
円

　

接
種
回
数
／
１
回

＊
予
防
接
種
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る

　

対
象
者
は
６５
歳
以
上
。
１０
月
３１
日

　

で
満
６５
歳
以
上
の
人
は
１０
月
末
、

　

１１
月
に
６５
歳
に
な
る
人
は
６５
歳
に

　

な
っ
て
か
ら
順
次
通
知
し
ま
す
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
６
４

　

冬
の
味
覚
、
郷
土
料
理
に
挑

戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
初
心
者

大
歓
迎
。

　
　

１１
月
１４
日
（
水
）
午
前
９
時

　

３０
分
〜
午
後
１
時
／
大
野
原

　

い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

　
　

１１
月
１５
日
（
木
）
午
前
９
時

　

３０
分
〜
午
後
１
時
／
保
健
セ

　

ン
タ
ー

　

エ
プ
ロ
ン
／
バ
ン
ダ
ナ

　

１
０
０
円

　

１１
月
６
日
（
火
）
ま
で

　

市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　
　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
６
４

　

豊
浜
福
祉
会
館
・
大
野
原
い

き
い
き
セ
ン
タ
ー
で
骨
密
度
測

定
を
し
ま
す
。
測
定
に
は
予
約

が
必
要
で
、
予
約
後
に
問
診
票

と
案
内
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

　
　

１１
月
１２
日
（
月
）
午
後
１
時

　

３０
分
〜
／
豊
浜
福
祉
会
館

　
　

１１
月
１９
日
（
月
）
午
後
１
時

　

３０
分
〜
／
大
野
原
い
き
い
き

　

セ
ン
タ
ー

　

各
６０
人

＊
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

　

無
料

　
　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
６
４

　

盛
り
だ
く
さ
ん
の
催
し
物
を

開
催
し
ま
す
。
関
心
の
あ
る
人

は
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

１１
月
３
日
（
祝
）
／
午
前
９
時

　

３０
分
〜
正
午

　

保
健
セ
ン
タ
ー
／
市
民
会
館
前

　

骨
密
度
・
体
内
脂
肪
の
測
定

　

歯
科
医
に
よ
る
歯
の
相
談　

　

薬
剤
師
に
よ
る
薬
の
相
談　

　

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
に
よ
る
親
子

　

の
お
や
つ
作
り
体
験

　

簡
単
朝
ご
は
ん
レ
シ
ピ
の
紹
介

　

愛
育
会
に
よ
る
く
じ
引
き
な
ど

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
６
４

　

１１
月
１４
日
（
水
）
／
午
後
１
時

　

３０
分
〜
午
後
４
時

　

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所
３
階

　

研
修
室

　

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
「
ヒ
ュ
ー

　

マ
ン
・
ハ
ー
バ
ー
」
主
宰

　
　
　
　
　
　

木
村
清
美
先
生

　

講
演
「
子
ど
も
の
思
い
・
親

　

の
悩
み
」
／
フ
リ
ー
ト
ー
ク

　

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
で
悩

　

ん
で
い
る
家
族

　

無
料

　
　

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所
保

　

健
対
策
課

☎
２５
―

２
０
５
２

　

観
音
寺
サ
テ
ィ
で
の
定
期
献

血
は
休
み
で
す
。

　

１１
月
３
日
（
祝
）
／
午
前
９
時

　

〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
午
後

　

３
時
３０
分

　

市
役
所
ロ
ビ
ー

　

観
音
寺
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

１１
月
１８
日
（
日
）
／
午
前
９
時

　

３０
分
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜

　

午
後
３
時
３０
分

　

柞
田
公
民
館

　

柞
田
地
区
献
血
推
進
協
議
会

　

１１
月
２３
日
（
祝
）
／
午
前
９
時

　

〜
正
午
･
午
後
１
時
〜
午
後

　

３
時
３０
分

　

豊
田
公
民
館

　

豊
田
地
区
献
血
推
進
協
議
会

　

１１
月
２１
日
（
水
）
／
午
後
２
時

　

〜
午
後
３
時
３０
分

　

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所
３
階

　

大
会
議
室

　

難
病
で
療
養
中
・
そ
の
家
族

　

ま
た
は
関
心
の
あ
る
人

　

講
義
「
病
気
と
の
付
き
合
い
方
」

　

あ
さ
ひ
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

　
　
　
　
　
　

朝
日
俊
彦
先
生

　
　

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所
保

　

健
対
策
課

☎
２５
―

２
０
５
２

今
月
の
テ
ー
マ
／
骨
粗
し
ょ
う
症

①
健
康
学
習

　

１１
月
９
日
（
金
）
／
午
後
２
時
〜

　

丈
夫
な
骨
を
つ
く
る
た
め
に

②
調
理
実
習

　

１１
月
３０
日
（
金
）
／
午
前
１０
時

　

３０
分
〜

　

カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り
メ
ニ

　

ュ
ー
で
骨
折
予
防

腎
臓
病
教
室

　

１１
月
１５
日
（
木
）
／
午
後
３
時
〜

　

カ
ロ
リ
ー
ア
ッ
プ
の
た
め
の

　

お
や
つ
作
り
と
座
談
会

糖
尿
病
教
室

　

１１
月
８
日
（
木
）
／
午
後
６
時
〜

　

糖
尿
病
の
薬
の
種
類
と
上
手

　

な
飲
み
方
／
糖
尿
病
に
な
っ

　

て
も
楽
し
く
食
べ
歩
く
工
夫
！

＊
各
教
室
と
も
事
前
予
約
が
必
要
。

　
　

三
豊
総
合
病
院
組
合
健
康

　

管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
５２
│

３
３
６
６

　

１２
月
の
毎
週
木
曜
日
／
午
後

　

８
時
〜
午
後
９
時
３０
分

　

す
ぽ
っ
シ
ュ
豊
浜

　

初
心
者
お
よ
び
経
験
者

　

無
料

＊
入
館
時
に
受
け
付
け
で
、
体
育
館

　

使
用
申
請
書
に
記
入
。

　

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
／
タ
オ
ル

　

／
飲
み
物
な
ど

　

１１
月
３０
日
（
金
）
ま
で

　
　

豊
浜
分
室

　
　
　
　
　

☎
５２
―

１
２
０
６

　

１２
月
２
日
（
日
）
／
午
前
９
時
〜

　

市
立
総
合
体
育
館
／
芝
生
広
場

　

市
内
在
住
の
人

　

無
料

　

１１
月
２７
日
（
火
）
ま
で

　
　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
 
 
 
　

☎
２３
―

３
９
４
１

活
動
時
間　

平
日
午
前
８
時
３０

　

分
〜
午
後
５
時

＊
週
１
回
１
〜
２
時
間
で
も
可
能
。

活
動
内
容　

受
診
・
施
設
案
内
、

　

車
い
す
介
助
な
ど

　

三
豊
総
合
病
院
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
５２
―

３
３
６
６

　

１１
月
9
日
（
金
）
〜
１６
日
（
金
）

　

観
音
寺
サ
テ
ィ
２
階

　

観
音
寺
税
務
署

　
　
　
　
　

☎
２５
―

２
１
９
１

　

１１
月
１３
日
（
火
）
／
午
前
９
時

　

〜
午
後
４
時

　

働
く
婦
人
の
家
１
階
相
談
室

　

観
音
寺
税
務
署

　
　
　
　
　

☎
２５
―

２
１
９
１

　

１１
月
２６
日
（
月
）
／

午
前
１０
時

　

〜
正
午
･
午
後
２
時
〜
午
後

　

４
時

　

市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

　

事
前
に
送
付
し
た
年
末
調
整

　

関
係
書
類

＊
説
明
会
は
前
記
会
場
以
外
で
も
実

　

施
し
ま
す
。
送
付
す
る
書
類
に
同

　

封
し
て
あ
る
チ
ラ
シ
で
確
認
し
て

　

く
だ
さ
い
。

　

観
音
寺
税
務
署
法
人
課
税
第

　

１
部
門　

☎
２５
―

２
１
９
１

　

納
期
は
１１
月
１
日

（
木
）
か
ら
３０
日

（
金
）
ま
で
で
す
。

国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

個
人
事
業
者
で
、
新
た
に
課

税
事
業
者
（
消
費
税
の
申
告
・

納
付
が
必
要
な
人
）
に
な
る
場

合
は
、
納
税
地
の
所
轄
税
務
署

に
「
消
費
税
課
税
事
業
者
届
出

書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

観
音
寺
税
務
署

　
　
　
　
　

☎
２５
―

２
１
９
１

2021

コ
ー
ナ
ー 健
康

ふ
る
里
探
検
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

「
豊
か
な
自
然
が
一
杯
の
高

屋
を
歩
こ
う
５
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
コ
ー
ス
」
参
加
者
募
集

男
性
料
理
教
室

食
べ
て
治
し
て
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ

三
豊
総
合
病
院

外
来
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

三
豊
総
合
病
院
組
合
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
健
康
教
室

初
心
者
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
教
室

健
康
づ
く
り

「
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー

　
　
　
　
　
シ
ョ
ン
祭
り
」

所
得
税
の
予
定
納
税（
第
2
期
分
）

済
み
ま
し
た
か
？

　
　
消
費
税
の
届
け
出
！

四
国
税
理
士
会
観
音
寺
支
部

　
　
　
　
　
無
料
税
務
相
談

「
年
末
調
整
」
説
明
会

骨
密
度
測
定

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

難
病
講
演
会

健
康
ま
つ
り

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
の

　
　
　
　
「
親
の
つ
ど
い
」

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
が
始
ま
り
ま
す
！

香川県中学校新人新体操大会

午前８時３０分～／市立総合体育館

三観地区中学校駅伝大会

午前８時～／総合運動公園

スポーツ少年団本部長杯バレーボー

ル大会

午前８時３０分～／市立総合体育館

市長杯高校サッカー大会

午前９時～／総合運動公園

第２２回大野原杯バレーボール大会

午前８時３０分～／大野原会館

三観ソフトバレーボール大会

午前８時３０分～／市立総合体育館

観音寺市長杯グラウンド・ゴルフ交

歓大会

午前８時３０分～／総合運動公園

ライオンズカップ中学生バレーボー

ル大会　　

午前９時～／市立総合体育館

香川県バウンドテニス協会親善交流大会

午前９時～／市立総合体育館

第２７回三観広域バドミントン大会

午前９時～／県立三豊体育館

三観地区中学校新人駅伝大会

午前８時～／総合運動公園

第２５回少年剣道錬成大会

午前９時～／県立三豊体育館

17

18

11

23

9

8

日 行　　　事

お
知
ら
せ

25
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く ら し の 生 き 生 き 情 報

時 ＝日時 所 ＝場所 講 ＝講師 内

申

時

問

申

問

申 受時

時所持問問

所対

時所

料受申

問

時所対料持

内時内時内時内

＝内容 対 ＝対象 数 ＝募集人数 持 ＝持参物 種 ＝種目 料 ＝参加費用 受 ＝受付期間 主 ＝主催 申 ＝申込方法・申込先 問

時

時

持

時

時

時

所

所講内対

時所対講申

問

内

料申

問

主

所内問

時 時所主 所主

料受主申

問

時

所

時料 数

所

申

問

所対料問時

所

時

所

所持受申

問

＝問合先

ス
ポ
ー
ツ

情
報

１１
月
１１
日（
日
）〜
１７
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　税
の
作
文
展
覧
会

税
を
考
え
る
週
間

時所問問



　

１２
月
２５
日
（
火
）
〜
２８
日
（
金
）

　

ル
・
ポ
ー
ル
粟
島

　

小
学
校
３
〜
６
年
生

＊
過
去
に
Ｊ
Ｒ
四
国
・
四
国
Ｎ
Ｅ
Ｔ

　

Ｔ
主
催
事
業
参
加
者
は
中
学
２
年

　

生
ま
で
参
加
可
能
。

　

１２
月
１１
日
（
火
）
ま
で

　

２
８
、
０
０
０
円

　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
四
国
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｔ

　

☎
０
８
７
―

８
２
５
―

１
７
４
６

　

視
力
低
下
で
悩
ん
だ
り
、
困

っ
た
り
し
て
い
る
人
は
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

　

１１
月
１１
日
（
日
）
／
午
前
１０
時

　

〜
正
午

　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

各
種
相
談
／
視
覚
障
害
者
向

　

け
用
具
の
展
示
・
説
明

　

県
視
覚
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
７
―

８
１
２
―

５
５
６
３

　

児
童
虐
待
は
皆
さ
ん
の
周
り

で
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
気
付

い
た
ら
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

市
家
庭
児
童
相
談
室

　

☎
２３
―

３
９
５
７

　

月
〜
金
曜
日
／
午
前
８
時
３０

　

分
〜
午
後
５
時
１５
分

西
部
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
７
７
―

２
４
―

３
１
７
３

　

月
〜
金
曜
日
／
午
前
８
時
３０

　

分
〜
午
後
５
時

子
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
７
―

８
６
２
―

８
８
６
１

　

月
〜
金
曜
日
／
午
前
８
時
３０

　

分
〜
午
後
５
時

子
ど
も
と
家
庭
の
電
話
相
談

　

☎
０
８
７
―

８
６
２
―

４
１
５
２

　

月
〜
土
曜
日
／
午
前
９
時
〜

　

午
後
９
時

　

１１
月
１８
日
（
日
）
／
午
前
１０
〜

　

午
後
４
時
（
雨
天
決
行
）

　

さ
ぬ
き
こ
ど
も
の
国
芝
生
広
場

　

親
子
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

　

や
テ
ン
ト
で
の
出
展

　

１１
月
１２
日
（
月
）
か
ら
１８
日
（
日
）

は
電
話
相
談
強
化
週
間
で
す
。

相
談
時
間
は
、
平
日
の
午
前
８

時
３０
分
か
ら
午
後
７
時
ま
で
と
、

土
・
日
曜
日
の
午
前
１０
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
で
、
高
松
法
務

局
、
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

電
話
番
号

　

☎
０
５
７
０
―

０
７
０
―

８
１
０

　

☎
０
８
７
―

８
２
１
―

６
１
８
１

　

労
使
や
関
係
者
か
ら
の
相
談

に
応
じ
る
た
め
に
全
国
一
斉
無

料
電
話
相
談
を
行
い
ま
す
。
ぜ

ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

１１
月
２３
日
（
祝
）
／
午
前
９
時

　

〜
午
後
５
時

全
国
一
斉
無
料
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

０
１
２
０
―

８
９
７
―

２
８
３

　

香
川
県
最
低
賃
金
は
、
平
成

１９
年
１０
月
２１
日
か
ら
時
間
額
６

４
０
円
に
改
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

香
川
労
働
局
賃
金
室

　

☎
０
８
７
―

８
１
１
―

８
９
１
９

加
入
で
き
る
事
業
主

　

建
設
業
を
営
む
人

対
象
に
な
る
労
働
者

　

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

掛
金　

日
額
３
１
０
円

　

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職

　

金
共
済
機
構

　

☎
０
８
７
―

８
５
１
―

７
９
１
９

く ら し の 生 き 生 き 情 報

時 ＝日時 所 ＝場所 講 ＝講師 内 ＝内容 対 ＝対象 数 ＝募集人数 持 ＝持参物 種 ＝種目 料 ＝参加費用 受 ＝受付期間 主 ＝主催 申 ＝申込方法・申込先 問

時

時

時問問

所内

所対受料時所内問 申

問

＝問合先

相談あれこれ

2223

消
防
だ
よ
り

図書館だよりLibrary News

火
災
・
救
急
件
数

相談あれこれ相談あれこれ
※相談日は、都合により変更することがあります

時

所

時

時

時所

所

所

申

時

時

問

問

問

時

時

時

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

時

講

問

所

問 時

時

時

時

講

講

時

時

時

時

時

数 時

所 講

所

所

申

所

所

講

船場　秀郎 

高木　　作 

松尾カズヱ 

松尾　賢治 

安藤　光　

白川　   毅 

木之郷町

天神町二丁目

柞田町

柞田町

柞田町

大野原町中姫

＝

＝

＝

＝

＝

＝

熊谷　孝敏 

多田　久克 

藤川　春好 

一の宮サマーフェス実行委員会

国際ソロプチミスト観音寺

大野原町大野原

豊浜町箕浦

倉敷市

＝

＝

＝

国民健康保険税（３期）
介護保険料（３期）

納め忘れのないよう、便利な口座振替を
ぜひ利用してください。

納付期限　１１月３０日（金）

中央図書館行事予定

新

叢書日本の童謡　復刻版

藤本ひとみ　著

潮出版社

全38冊＋別巻1冊
大空社

★おはなし会

★つぼみ愛書会１１月例会

★図書館講座（古典を読む会「徒然草」＋日本語講座）

◆毎週入荷している新着本のリストを掲示しています。

大野原図書館行事予定

豊浜図書館行事予定

★ぬり絵ミニ絵本の配布　　　　１日（木）～（無くなり次第終了）

★リサイクル雑誌の配布　　　　２日（金）～４日（日）1人５冊まで

★工作教室　　　　　　　　　　１０日（土）　午後１時３０分～午後２時３０分

★おはなし会　　　　　　　　　１７日（土）　午後１時３０分～午後２時

★読書感想画展（小・中学生の作品）１０月２７日（土）～１１月９日（金）

★大人もじっくり読みたい戦争と生命（いのち）がテーマの児童よみもの展

　　　　　　　　　　　　　　　　　（豊浜中央公民館と共催）

　　　　　　　　　　　　　　　　　１０月２７日（土）～１１月９日（金）

「
粟
島
ウ
イ
ン
タ
ー
キ
ャ
ン

　
プ
２
０
０
７
」
参
加
者
募
集

子
育
ち
・
子
育
て
喜
び

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト

守
ろ
う
！
確
か
め
よ
う
！

　
　
　
　
こ
の
最
低
賃
金

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
　
　
　
　
建
退
共
制
度

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」
電
話
相
談
強
化
週
間

１１
月
は

過
重
労
働
･
賃
金
不
払
残
業

　
解
消
キ
ャ
ン
ぺ
ー
ン
月
間

介
護
・
生
活
指
導
講
座

１１
月
は

児
童
虐
待
防
止
月
間

火　

災

救　

急

９月1日～３０日（敬称略）

香典返し

一般寄付

刊

　３日（土）　午後１時３０分～午後２時１０分�
２４日（土）　午後１時３０分～午後２時１０分
２３日（祝）　午後１時３０分～
大岡　信著　新折々のうた（岩波新書）

２４日（土）　午前９時５０分～午前１１時２０分

★古典文学講座 １７日（土）　午前９時３０分～午前１１時３０分

休館日　中央図書館 5・12・19・26日
大野原・豊浜図書館 3・5・12・19・23・26日

消
防
自
動
車
な
ど
の

緊
急
走
行
に
理
解
と
協
力
を
!!

　

消
防
自
動
車
や
救
急
自
動
車

は
、
一
刻
も
早
く
災
害
現
場
に

急
行
し
て
消
防
活
動
や
応
急
処

置
を
し
て
、
被
害
を
最
小
限
に

と
ど
め
た
り
、
急
病
人
を
速
や

か
に
病
院
に
搬
送
し
た
り
し
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
道
路
交
通
法
で

「
一
般
の
車
両
よ
り
も
優
先
し

て
走
行
す
る
こ
と
」
が
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
消
防
自
動
車
な

ど
の
緊
急
走
行
に
、
皆
さ
ん
一

人
ひ
と
り
の
理
解
と
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

消
防
自
動
車
な
ど
が

　
　

近
づ
い
て
き
た
と
き
は
？

●
周
囲
の
状
況
を
見
て
、
速
や

　

か
に
進
路
を
譲
る
。

●
交
差
点
は
避
け
、
道
路
左
側

　

に
一
時
停
止
す
る
。

●
高
速
道
路
な
ど
で
、
本
車
線

　

に
入
る
の
を
妨
げ
な
い
。

●
狭
い
道
路
で
の
停
車
は
、
通

　

行
に
支
障
が
な
い
よ
う
に
配

　

慮
す
る
。

　

緊
急
走
行
時
の
サ
イ
レ
ン
は
、

法
令
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
夜
間
の
サ
イ
レ
ン
音
に
対

し
、
付
近
の
皆
さ
ん
の
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

11月の納税・納付

今月の人口

（１０月1日現在）

人　口

男

女

世帯数

ナポレオン千一夜物語

南
消
防
署　

☎
２４
│

２
１
１
９

あたたかい心ありがとうございます

社会福祉法人 観音寺市社会福祉協議会




